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令和７年第３回（９月） 佐々町議会定例会 会議録 （３日目） 

１． 招集年月日 令和７年９月30日（火曜日） 午前10時00分 

２． 場 所 佐々町役場 ３階 議場 

３． 開 議 令和７年10月２日（木曜日） 午前10時00分 

４． 出席議員（10名） 

議席番号 氏  名 議席番号 氏  名 議席番号 氏  名 

１ 須 藤 敏 規 君 ２ 棚 橋 優 汰 君 ３ 黒 田 龍 之 介 君 

４ 井 上 智 恵 美 君 ５ 中 川 由 美 恵 君 ６ 山 之 内 英 樹 君 

７ 横 田 博 茂 君 ８ 永 田 勝 美 君 ９ 長 谷 川 忠 君 

10 川 副  剛 君     

５． 欠席議員（なし） 

６． 法第121条による説明のための出席者職氏名 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 職  名 氏  名 

町 長 濵 野  亙 君 副 町 長 濱 田 能 久 君 教 育 長 富 野  毅 君 

総 務 理 事 兼 
庁舎建設室長 

大 平 弘 明 君 総 務 課 長 落 合 健 治 君 税 財 政 課 長 藤 永 大 治 君 

住民福祉課長 松 本 典 子 君 保険環境課長 宮 原 良 之 君 
多世代包括支援
セ ン タ ー 長 

松 尾 直 美 君 

企画商工課長 中 道 隆 介 君 建 設 課 長 山 村 輝 明 君 農林水産課長 金 子  剛 君 

水 道 課 長 安 達 伸 男 君 会 計 管 理 者 藤 永 尊 生 君 教 育 次 長 井 手 守 道 君 

農業委員会事務局長 作 永 善 則 君     

７． 職務のための出席者職氏名 

職  名 氏   名 職  名 氏   名 

議 会 事 務 局 長 荒 木 洋 介 君 議会事務局書記 山 下  愛 君 

８． 本日の会議に付した案件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

追加日程第１ 会期日程の変更 

日程第２ 議案第46号 職員の育児休業等に関する条例等の一部改正の件 

日程第３ 議案第47号 佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運動の公費負担に 

           関する条例の一部改正の件 

日程第４ 議案第48号 佐々町誕生祝金支給条例の一部改正の件 
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日程第５ 議案第49号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に 

           関する条例制定の件 

日程第６ 議案第50号 附属機関の設置に関する条例の一部改正の件 

日程第７ 議案第51号 令和６年度 佐々町一般会計歳入歳出決算認定の件 

日程第８ 議案第52号 令和６年度 佐々町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 

日程第９ 議案第53号 令和６年度 佐々町介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 

日程第10 議案第54号 令和６年度 佐々町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件 

日程第11 議案第55号 令和６年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定の件 

日程第12 議案第56号 令和６年度 佐々町水道事業会計利益の処分及び決算認定の件 

日程第13 議案第57号 令和６年度 佐々町公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定の件 

日程第14 議案第58号 令和７年度 佐々町一般会計補正予算（第２号） 

日程第15 議案第59号 令和７年度 佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第16 議案第60号 令和７年度 佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第17 議案第61号 令和７年度 佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第18 議案第62号 令和７年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号） 

日程第19 議案第63号 令和７年度 佐々町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第20 議案第64号 令和７年度 佐々町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第21 発議第６号 佐々町議会委員会条例の一部改正について 

日程第22 発議第７号 佐々町議会会議規則の一部改正について 

日程第23 発議第８号 佐々町議会傍聴規則の一部改正について 

日程第24 発議第９号 議員の派遣について 

 

９．審議の経過 

（10時00分  開議） 

 

― 開議 ― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、令和７年９月第３回佐々町議会定例会本会議の３日目です。 

 本日の出席議員は全員出席です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

― 日程第１ 会議録署名議員の指名 ― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則の規定により、６番、山之内英樹君、７番、横田博茂君

を指名します。 

 議案の上程前に１件お諮りします。 

 会期日程の変更を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題にしたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 
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 異議なしと認めます。したがって、会期日程の変更を日程に追加し、追加日程第１として直

ちに議題とすることに決定しました。 

 議事日程更新のため、しばらく休憩します。 

 

 （10時01分  休憩） 

 （10時01分  再開） 

 

― 追加日程第１ 会期日程の変更 ― 

 

議  長（川副 剛 君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 追加日程第１、会期日程の変更を行います。 

 執行のほうから追加案件が１件あっております。 

 昨日の定例会散会後に議会運営委員会を開催し、協議していただきました。案件は、議案第

68号 令和７年度佐々町一般会計補正予算（第３号）の１件です。こちらを10月14日火曜日、10

時から定例会４日目として審議し、当初４日目と予定していた10月31日を定例会５日目とした

いと思います。 

 お諮りします。10月14日火曜日を定例会４日目とし、当初予定していた10月31日を定例会５

日目とすることに御異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、10月14日火曜日を定例会４日目とし、当初予定していた

10月31日を定例会５日目とすることに決定しました。 

 改めて会期日程の確認をします。 

 10月14日火曜日、本会議４日目は、議案第68号の１件を審議します。10月31日金曜日、本会

議５日目は、議案第51号から議案第57号までと閉会中の委員会継続調査、閉会となりますので、

よろしくお願いします。 

 これから議案の上程を行います。 

 質疑、討論、採決の順番で進めていきます。 

 

― 日程第２ 議案第46号 職員の育児休業等に関する条例等の一部改正の件 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第２、議案第46号 職員の育児休業等に関する条例等の一部改正の件を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第46号 朗読） 

 

 ２ページ以降は総務課長から説明をさせていただきます。 
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議  長（川副 剛 君）   

 総務課長。 

 

総務課長（落合 健治 君）   

 今回の条例改正について御説明いたします。 

 議案書の10ページ、令和７年９月定例会、議案第46号総務課資料を御覧ください。 

 １の概要を御覧いただければと思いますが、今回の改正は、令和６年の公務員人事管理に関

する報告において、仕事と生活の両立支援が示され、地方公務員の育児休業等に関する法律が

改正され、令和７年10月１日に施行されることに伴い、本町の条例を改正するものでございま

す。 

 今回の条例改正の主な内容は３点になります。 

 まず、１点目が部分休業の取得の選択になります。部分休業は、現行では１日につき２時間

の範囲内で勤務しないことができるというものを、改正後は、１日につき２時間の範囲内で勤

務しないことに加え、１年につき10日相当の勤務時間の範囲内で勤務しないことの、どちらか

を選択できることになります。 

 ２点目が非常勤職員の部分休業取得の要件拡大です。非常勤職員の部分休業の取得要件が、

現行では勤務日が週３日以上または年121日以上であること、かつ１日につき定められた勤務

時間が６時間15分以上である勤務日があることとなっているものを、前段の勤務日が、週３日

以上または年121日以上であることに緩和するものでございます。 

 ３点目が出生時、育児期の両立支援制度の個別周知・個別意向確認と配慮です。両立支援制

度の周知・意向確認の時期が、現行では妊娠・出産等を申し出たときに育児休業制度の個別周

知・意向確認を行うとなっているものを、妊娠・出産等を申し出たとき及び３歳になるまでの

適切な時期に、出生時または育児期の両立支援制度の個別周知・個別意向確認と配慮を行うこ

となどを追加いたします。 

 また、今回改正する条例は、職員の育児休業等に関する条例、職員の勤務時間、休暇等に関

する条例、佐々町水道事業及び下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例、現業

職員の給与の種類及び基準に関する条例の４条例となります。 

 議案書の２ページをお願いいたします。 

 職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例。 

 第１条、職員の育児休業等に関する条例（平成４年佐々町条例第８号）の一部を次のように

改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 第17条を御覧ください。第17条は、非常勤職員の部分休業取得の要件拡大に係る改正で、１

日当たりの勤務時間に関する規定を削除しております。 

 第18条を御覧ください。第18条は、内容に変更はございませんが、部分休業のうち、１日に

つき２時間の範囲内で勤務しないことができる部分休業を第１号部分休業と定めるものです。 

 ３ページをお開きください。 

 第18条の２を御覧ください。第18条の２は、新たに設けられた部分休業の１年につき10日相

当の勤務時間の範囲内で勤務しないことができる部分休業を第２号部分休業と定めておりま

す。また、第２号部分休業は、１時間単位で承認することとなりますが、第１号、第２号で分

単位で取得、承認できる場合を規定しております。 
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 第18条の３を御覧ください。第18条の３は、地方公務員の育児休業等に関する法律において、

部分休業を１年の期間ごとに申し出ることとなっておりますが、その１年の期間を４月１日か

ら３月31日と定めるものでございます。 

 ４ページをお開きください。 

 第18条の４を御覧ください。第18条の４は、法律において第２号部分休業、１年につき10日

相当の勤務時間の範囲内で勤務しないことができる時間を条例で定めることとなっているた

め、第１号で正規職員の時間数を77時間30分、第２号で非常勤職員の時間数を１日当たりの勤

務時間数に10を乗じて得た時間と定めるものでございます。 

 第18条の５を御覧ください。第18条の５は、既に承認を得た部分休業について、特別な事情

がある場合は申出の内容を変更することができることとなっておりますので、その特別な事情

について定め、第３項変更と定義するものでございます。 

 第19条を御覧ください。第19条は、部分休業を取得した職員の給与について、取得した時間

は減額になる規定でございますが、法律の改正に伴い、部分休業が規定される法律の条項を追

加するものでございます。 

 第20条を御覧ください。第20条は、部分休業の承認の取消しについての規定でございますが、

改正後の条例第18条の５に規定する第３項変更が取消しの理由となる改正でございます。 

 ５ページをお開きください。 

 第２条、職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年佐々町条例第１号）の一部を次の

ように改正する。 

 条項等の改正等。こちらにつきましては、朗読を省略させていただきます。 

 第16条の４を御覧ください。第16条の４は、出生時、育児期の両立支援制度の個別周知・個

別意向確認と配慮に係る条文を追加する改正になります。 

 第１項と第２項の改正内容ですが、12ページに資料をお付けしておりますので、そちらもあ

わせて御覧いただければと思います。 

 まず、第１項では、12ページ下段、左の緑の枠内に記載されています、出生時における仕事

と育児の両立支援制度等を周知し、個別制度等の利用についての意向確認をすること、子や家

庭の状況により、両立が困難となる状況の改善に資する事項に関する意向を確認することにつ

いて規定しております。 

 また、第２項では、子が１歳11か月から２歳11か月になるまでの間に、12ページ下段、右の

緑の枠内に記載されております、育児期における仕事と育児の両立支援制度等を周知し、個別

制度等の利用について意向確認をすること、子や家庭の状況により、両立が困難となる状況の

改善に資する事項に関する意向を確認することを規定しております。 

 また、第３項については、聴取した意向について配慮することについて規定をしております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 第３条、佐々町水道事業及び下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和

43年佐々町条例第13号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。こちらも朗読は省略させていただきます。 

 第14条を御覧ください。第２項ですが、こちらは給与の減額の規定でございますが、部分休

業の１年につき10日相当の勤務時間の範囲内で勤務しない場合の給与の減額規定を追加して

おります。 

 ８ページを御覧ください。 

 第４条、現業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和46年佐々町条例第２号）の一部

を次のように改正する。 

 条項等の改正等。こちらも朗読は省略させていただきます。 

 第14条を御覧ください。第２項でございますが、こちらも第３条と同様に、部分休業の１年
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につき10日相当の勤務時間の範囲内で勤務しない場合の給与の減額規定を追加しております。 

 ９ページを御覧ください。 

 附則。施行期日、第１項、この条例は、公布の日から施行し、令和７年10月１日から適用す

る。経過措置、第２項、育児休業法第19条第２項第２号に掲げる範囲内において、この条例の

施行の日から令和８年３月31日までの間における部分休業の承認の請求をする場合における

第１条の規定による改正後の職員の育児休業等に関する条例第18条の４の規定の適用につい

ては、同条第１号中「77時間30分」とあるのは「38時間45分」と、同条第２号中「10」とある

のは「５」とする。 

 経過措置の第２項については、職員の育児休業等に関する条例の一部改正後の第18条の４に

規定する第２号、部分休業の日数、時間数を、令和７年10月１日適用であるため、それぞれ２

分の１にするものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 全体としては改善の条例改正というふうに思うわけですけれども、参考までに、職員の育児

休業等の現行の制度で取得された実績というのはどのようになっているのか、分かれば推移を

教えていただきたい。二、三年分で結構ですが。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 総務課長。 

 

総務課長（落合 健治 君）   

 申し訳ございませんが、今、手元に育児休業を取得された職員の資料しか持っておりません

ので、そちらをお答えさせていただきます。 

 まず、令和２年につきましては、男性職員の育児休業取得人数２名で、割合的には50％とな

ります。令和５年度が２名、50％、令和６年度が２名で100％でございます。女性職員につきま

しては、令和６年度は３名育児休業がございましたが、現在は復帰して部分休業を取得してい

るような状況でございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 よろしいですか。 

ほかございますか。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 
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 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第46号 職員の育児休業等に関する条例等の一部改正の件は、

原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第３ 議案第47号 佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運動の公費負担に       

関する条例の一部改正の件 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第３、議案第47号 佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の一部改正の件を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第47号 朗読） 

 

 ２ページ以降は総務課長が説明いたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 総務課長。 

 

総務課長（落合 健治 君）   

 議案書２ページをお願いいたします。 

 佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改

正する条例。 

 佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例（令和２年

佐々町条例第26号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 今回の改正は、昨今の物価高騰に鑑み、選挙公営に要する経費に係る限度額を引き上げるこ

とを目的として公職選挙法施行令が改正され、令和７年６月４日に公布、施行されており、そ

れに伴い佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一

部を改正するものでございます。 

 ２ページ、第８条を御覧ください。選挙運動用ビラ作成の１枚当たりの作成単価を７円73銭

から８円38銭に改正するものでございます。 

 ３ページ、第11条を御覧ください。選挙運動用ポスター作成の１枚当たりの作成単価を541円

31銭から586円88銭に改正するものでございます。 
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 附則。この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第47号 佐々町議会議員及び佐々町長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例の一部改正の件は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第４ 議案第48号 佐々町誕生祝金支給条例の一部改正の件 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第４、議案第48号 佐々町誕生祝金支給条例の一部改正の件を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第48号 朗読） 

 

 ２ページ以降は住民福祉課長に説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 それでは、議案の説明をいたします。３ページの資料を御覧ください。 

 佐々町誕生祝金支給条例の一部改正についてということで、まずは１番目の改正内容です。

これまで受給資格としておりまして、本町の住民基本台帳に記録されている者の新生児、こち

らを受給対象としまして、出生の日から本町の住民基本台帳に記録されている新生児に改正す

るものです。 

 それから支給金額です。これまで第１子３万円、第２子５万円、第３子以降７万円というふ

うにしておりましたけども、改正後は一律６万円というふうに改正するものでございます。 
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 ２番目の改正理由でございます。誕生祝金は、新生児の誕生を祝うものであるため、祝金を

一律とし、また第３子以降を出産する世帯が、第２子まで出産する世帯と比較して少ないこと

から、第１子から支給額の見直しを今回行うものでございます。また、第３子以降の支給金額

の引下げにつきましては、令和６年10月から児童手当の支給額が改正されておりまして、月額

１万5,000円から３万円に増額されたことによることも今回の改正の一つの要因としておりま

す。 

 ３番目、条例の施行日ですけども、令和８年４月１日ということにしております。 

 それから、４番目、予算でございますけども、人数につきましては令和７年度の実績見込み

から算出しまして、130人の６万円ということで、780万円を予算として予定をしております。

こちら、改正前と比較しますと、194万円の増額となっております。 

 下に参考としまして、現行制度における令和７年度と令和８年度の支給見込額、それから、

過去３か年度の支給実績を記載しておりますので参考にされてください。 

 それから、５番目の妊婦のための支援給付金ということで、妊娠届を出された際に、母子手

帳の交付の際に５万円、乳児家庭全戸訪問時に５万円、合計10万円の給付が今給付されておる

ところです。流産、死産の場合も対象とされております。 

 財源としましては、妊婦のための支援給付交付金ということで10分の10の補助があっており

ます。 

 資料の４ページですけども、こちら、町が行っております母子保健事業についてを記載して

おります。参考にお願いします。 

 それでは、議案のほうをお願いいたします。 

 佐々町誕生祝金支給条例の一部を改正する条例。 

 佐々町誕生祝金支給条例（昭和48年佐々町条例第５号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 下の新旧対照表を御覧ください。 

 まず、第２条、改正前を「受給資格」としていたところを、「受給対象」というふうに改正い

たします。それから、第２条の本文になりますけども、「本町の住民基本台帳に記録されている」

の前に、「出生の日から」を追加いたします。それから、本町の住民基本台帳に記録されている

「者の」の部分を削除します。 

 それから、第３条の祝金の額です。こちら、先ほども申しましたとおり、第１子３万円、第

２子５万円、第３子以降の７万円を、一律６万円にするものです。 

 第４条、支給の申請でございます。こちら、改正前は「父又は母（以下「保護者」という。）」

というところを今回削除しております。それから、同じく第４条の改正前の規則で定める「申

請書」を、今回「申請書等」に改めるものでございます。 

 それから、第５条の支給の時期でございますけれども、改正前の前条の規定による「申請書」

を、こちらを改正後は「申請書等」に改め、それから改正前、「新生児のため」というところを、

今回、改正後、削除しております。 

 第６条、祝金の請求期間。改正前は「請求期間」としておりましたところを、今回、祝金の

「申請期間」と改正するものです。第６条の本文ですけども、先ほど申しましたとおり、「祝金

の請求期間」を「祝金の申請期間」に改めるものでございます。 

 附則。この条例は、令和８年４月１日から施行し、同日以降の新生児から適用する。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 ２点確認したいのですけれども、第２条の改正で「出生の日から」という部分が付け加えら

れて、「住民基本台帳に記載されている者の」の「者の」の部分が削除されているんですけれど

も、この意味合いというのはどういうことかということについて少し説明をしていただきたい。 

 ちょっと理解するに、要するに佐々町で生まれた子どもは全て対象にするという考え方なの

かですね。要するに住民票が仮に他市、他の町にあって、佐々町で出産をして、その日から子

どもさんが、出生届が佐々町に出されて、佐々町の住民になったというケースは、従来は支給

対象ではなかったということなのでしょうか。ちょっとそのあたりを少し説明していただけま

すか。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 改正前の「住民基本台帳に記録されている者の新生児」の「者」は、父母を指しております。

今回改正するに当たりまして、住民基本台帳に父母が記録され、例えば父親が記録されていて

も、新生児が別の市町村で生まれた場合も、父母が佐々町に住所がある場合は支給対象となる

というふうに条例のほうでは読めたんですけども、今回そこを見直しまして、もう出生の日か

ら佐々町に、新生児、住所を置く子を対象とするということに今回改正するものでございます。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 それと、あわせて要するに受給対象者はいわゆる父母ではなくて新生児ということですよね。

それについて支給の申請というのが、申請をするのは父又は母というふうになっているんです

けれども、例えば事情によって父又は母が存在しない場合や、あるいはその保護が受けられな

い場合、代わりに新生児に対する祝金というのはどのように取り扱われるのかですね。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 今のところ、父母が存在しない場合というのは想定はしていないんですけども、もしそうい

う場合は親族の方に代理で申請をしていただくというような形にはなると思いますけども、今

の条例の中では父母どちらかに申請をしていただくということで整理をしているところです。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 
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８  番（永田 勝美 君）   

 保護責任者がやるというのが基本的には妥当なんでしょうけども、その保護責任者について

は、そのことを義務づけるとかいうことは必要ではないだろうかということと、それから要す

るに、こういう案件が本来申請という形が望ましいのか、いわゆるプッシュ型で、佐々町に出

生届が出され、住民票が確認された場合は、もうその時点で祝金をプッシュ型で支給するとい

う、そういう手続も同時にやるというようなことというのは可能ではないのかというふうに思

うのですが、検討されたことはございますか。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 今回この条例を改正するに当たりまして、そのプッシュ型というのも検討はしたんですけど

も、この誕生祝金の性質から申請が望ましいのではないかという結論に至ったところではござ

いますけども、今から、紙での申請ではなくて、オンラインというような申請等も今後改正さ

れていくと思われますので、そういったところを今後見直しは行っていきたいというふうに原

課としては考えております。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 よろしいですか。 

ほかございますか。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第48号 佐々町誕生祝金支給条例の一部改正の件は、原案のと

おり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第５ 議案第49号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に 

           関する条例制定の件 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第５、議案第49号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等

に関する条例制定の件を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 
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町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第49号 朗読） 

 

 ２ページ以降は住民福祉課長が説明をいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 議案書に添付しております資料を御覧ください。７ページになります。 

 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定に

ついて。 

 今回の改正理由でございますけども、児童福祉法等の一部を改正する法律において、児童福

祉法の改正が令和７年４月に行われております。この当該法律に、保育所等の職員等の行った

児童への虐待についての通報に関する規定の条文が追加されましたので、当該法律の規定を引

用している本町の条例について関係条文の整理を行いまして、あわせて、その他所要の改正を

行うものでございます。 

 ２番目の改正法律の内容でございますけども、先ほど申しました、保育所等の職員による虐

待等に関する通報義務等の規定を設けるために、現行法規で通報義務等がある児童養護施設等

の対象施設に、新たに保育所が追加されますので、それに伴いまして児童福祉法第33条の10に、

対象施設の追加による所管行政庁を定める規定及び、その所管行政庁が報告を行う審議会等を

定める規定の２項が追加されたものによるものでございます。 

 ３番目の改正条例です。今回、佐々町におきましては４つの条例を改正するようになります。 

 まず、１つ目が佐々町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例、２つ目が佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、３つ

目が佐々町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例、４つ目が佐々

町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例、この４つの条例を改正する

ことになります。 

 ４番目の改正内容です。先ほど申しましたとおり、児童福祉法第33条の10第２項及び第３項

の追加に伴いまして、条文中の第33条の10を、第33条の10第１項各号に改めるものでございま

す。こちら改正箇所は、４つの条例とも虐待等の禁止の条項が改正されるものになります。 

 続きまして、８ページ、次ページをお願いします。 

 今回の条例改正の見直しとあわせまして、条文の追加、削除が必要であったことによりまし

て、所要の改正を行っております。 

 対象の改正条例につきましては、改正条例４番目の、佐々町乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例になっております。 

 改正箇所につきましては、第23条の職員というところなんですけども、改正前には保育士の

あとに括弧書きで、保育士不足対策として導入されておりました、国家戦略特別区域限定保育

士というのが、こちらのほうが今回の改正によりまして、全国一律の制度となることに伴いま

して、改正が今回、地域限定保育士と改正されておりますけども、本町は該当しておりません

ので、今回削除するものでございます。 

 それから、改正箇所としまして、第29条の委任というところなんですけども、この条例の施

行に関し必要な事項は、規則で定めるということで、今回、規則のほうで、佐々町乳児等通園

支援事業の認可等に関する規則ということで規則を定めておりますので、こちらのほうに委任
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ということで追加をするものでございます。 

 ５番目の施行日、公布の日から施行する。 

 ６番目の用語解説につきましては、本条例の改正に関わる保育事業の、事業の概要をまとめ

ておりますので、参考に御覧ください。 

 それでは、議案のほうをお願いいたします。２ページをお願いいたします。 

 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例。 

 第１条、佐々町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例（平成26年佐々町条例第27号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 新旧対照表を御覧ください。改正前、第25条、虐待等の禁止のところなんですけども、こち

ら児童福祉法第33条の10各号のところに、児童福祉法第33条の10第１項各号（幼保連携型認定

こども園である特定教育・保育施設の職員にあっては、認定こども園法第27条の２第１項各号、

幼稚園である特定教育・保育施設の職員にあっては、学校教育法第28条第２項において準用す

る認定こども園法第27条の２第１項の各号）、こちらのほうを追加するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 第２条、佐々町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成26年佐々

町条例第28号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等につきましては、朗読を省略させていただきます。 

 新旧対照表を御覧ください。改正前が第13条の虐待等の禁止、こちら第33条の10のところに

第33条の10第１項各号を追加するものでございます。 

 次のページを御覧ください。 

 第３条、佐々町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成26

年佐々町条例第29号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。朗読については省略させていただきます。 

 新旧対照表です。改正前、第12条、虐待等の禁止のところでございますけども、こちら法第

33条の10に、法第33条の10第１項各号を追加するものでございます。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。 

 第４条、佐々町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（令和７年

佐々町条例第10号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。こちらの朗読は省略させていただきます。 

 新旧対照表を御覧ください。第14条の虐待等の禁止、こちら第33条の10に、法第33条の10第

１項各号を追加するものでございます。 

 それから、第23条の職員の規定のところなんですけども、こちら先ほど御説明しましたとお

り、保育士のあとの括弧書きを今回削除するものでございます。 

 次ページをお願いいたします。 

 委任のところでございます。第29条、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

こちらの規定を追加するものでございます。 

 附則。この条例は、公布の日から施行する。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 
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議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第49号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理等に関する条例制定の件は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第６ 議案第50号 附属機関の設置に関する条例の一部改正の件 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第６、議案第50号 附属機関の設置に関する条例の一部改正の件を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第50号 朗読） 

 

 ２ページ以降は水道課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、８ページ、資料として付けております８ページを御覧ください。 

 まず、収支の見通しについてということで、水道事業、下水道事業それぞれ記載をしており

ますけれども、まず（１）の水道事業につきましては、令和６年度決算時点で現金約９億円ご

ざいますけれども、今後の更新投資の増などによりまして、見通しとしては、令和13年度頃に

はこれがなくなって枯渇してしまうというふうな見通しになっております。加えまして、企業

会計で３条予算と言われる収益的収支、こちらの純利益ですけれども、これも令和９年度頃か

ら赤字というふうに転じるというふうな見通しとなっておりますので、水道事業に関しては、

料金改定等の検討が必要ということで試算をしているところでございます。 

 それから、（２）公共下水道事業につきましては、こちらは収支見通しの概要としてもろもろ

記載しておりますけれども、下から３行目のところ、基本的には令和11年度以降については、
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基準外の一般会計からの繰入れというのは不要となっていく見込みとなっておりますので、す

ぐに料金改定が必要な状況ではございませんけれども、その後、上水道と同じように、管路更

生等の事業、それから経年劣化による施設機器の修繕等ということも想定されますので、こち

らも、すぐすぐ料金改定ということではないと言いながらも、この経営状況というのをしっか

り審議、検討をしていく必要があるということで、今回、水道料金・下水道使用料の審議会を

設置するということで提案をさせていただいているところでございます。 

 １ページ飛びまして、10ページを御覧ください。 

 こちら（３）のほうに審議会設置に向けた対応ということで、③のところにスケジュールを

載せさせていただいております。この議案が通りましたら、11月に審議会を設置して、第１回

目の審議会の開催をさせていただきたいと思っております。令和７年度、今年度から令和８年

度の５月頃までの期間で、おおむね５回から６回の審議会を経て答申をいただきたいというふ

うに考えております。その後、答申を受けて内部協議を経て、議会のほうへ報告、説明をしな

がら、令和８年度の９月に料金改定をするということになれば、令和８年度の９月に条例改正

をし、その後、半年ほどかけて住民のほうへの周知を行って、令和９年度の４月に料金改定と

いうふうなスケジュールを想定しているものでございます。 

 戻っていただきまして、４ページ、５ページのほうには、審議会の規程のほうを載せさせて

いただいておりますが、こちら審議会の規程のほうとしましては、４ページですけれども、第

３条の組織として、審議会の委員は10人以内で組織するということで、第２項各号に掲げてお

りますような委員の方というのを想定しております。 

 それから、第４条の任期につきましては、審議が終了したときまでということで任期を考え

ているところでございます。 

 それでは、戻っていただきまして、２ページを御覧ください。 

 附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例。 

 附属機関の設置に関する条例（昭和51年佐々町条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 表、様式及び別表の改正、削除又は追加。次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分の

うち下線が引かれた部分（以下「改正前表」という。）に対応する次の表の改正後の欄の表中太

線で囲まれた部分のうち下線が引かれた部分（以下「改正後表」という。）が存在する場合には、

当該改正前表を当該改正後表に改め、改正前表に対応する改正後表が存在しない場合には、当

該改正前表を削り、改正後表に対応する改正前表が存在しない場合には、当該改正後表を加え

る。 

 改正前後を見ていただきますと、これまで附属機関の設置に関する条例の中では、自治法の

規定に基づくもののみの規定となっておりましたけれども、アンダーラインのところ、改正後

のアンダーラインのところですけれども、「及び地方公営企業法（昭和27年法律第292号）第14

条の規定に基づき」ということで加えさせていただいて、その意味がその下の括弧書きのとこ

ろ、アンダーラインのところになります。「町の執行機関（上下水道事業の管理者の権限を行う

町長を含む。）」ということで追加をさせていただいております。 

 別表のほうになりますが、３ページのほうを御覧ください。 

 これまで附属機関の属する執行機関として、企業会計のほうでは特別、附属機関を設置する

ということがこれまでございませんでしたので、町長と教育委員会のみの規定となっておりま

したところに、３ページのほう、改正後は、執行機関としまして「上下水道事業管理者の権限
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を行う町長」ということで規定をさせていただき、附属機関としまして「佐々町水道料金・下

水道使用料審議会」というものを追加させていただいております。担任する事務としまして、

「水道料金、下水道使用料の適正化を図るための調査、審議等に関する事務」ということで追

加をさせていただいております。 

 附則。この条例は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 審議会設置の前提として、料金改定の必要性が見込まれるという説明であったかと思います

が、８ページの資料にある水道事業のほうが赤字決算となるという、その大きな要因というの

はどういうことかということについて、まず伺いたいと思います。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君） 

 要因としてはたくさんあるんですけれども、１番は、まず赤字決算と言っておりますところ

の部分につきましては、収益的収支の部分、純利益。企業会計は収益的収支、３条予算と言わ

れるもの、それと資本的収支、４条予算と呼ばれるもの、２段階構成になっております。その

収益的収支の純利益の部分、ここが赤字になるということで、収益的収支のほうに予算化され

る、決算をする部分につきましては、日常的な費用と建設改良事業と企業債の償還元金を除く

部分というのが、収益的収支の費用のほうに計上されていくということになります。それに対

して、料金収入等でそこを運営していくということになるわけですけれども、物価高騰等も当

然ございますし、人件費の増加もございます。一番大きいのは電気代の高騰というのが大きい

というところでございますが、これまでは、料金改定をもう随分行っておりませんで、その中

で純利益が多く出て、積立金も積めてきていたわけですけれども、今後につきましては、今後

といいますか、もう今現在そういう状況になっているんですけれども、建設改良事業、更新事

業等も行っていくと。そうすると、これに起債を、企業債を借り入れます。企業債の利息につ

きましては、収益的収支、３条予算のほうの費用のほうに利息が計上されます。だから、更新

事業を行っていけば当然３条予算で支払う利息も増えていくということ、それと更新事業を行

うことによりまして資産が新しくなりますので、資産の額が増加します。そうすると、この減

価償却につきましても３条予算の収益的収支の費用のほうに計上されますので、減価償却費も

大きくなるというふうなこと、そういった要因が積み重なりまして、経営的に厳しくなってい

くというふうなことでございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 最後のところで出てきたんですけれども、いわゆる減価償却費というのは非資金支出であっ
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て、本来的には、その減価償却費相当分の支出というのは内部留保としてためていくというの

が基本ですよね。それがほかの収支で食い潰されてお金がなくなるということになると、それ

はやっぱり、そこに対する会計制度としては、持続可能なものになっていないのではないかな

という気がするんですよね。それが１点と。 

それからもう１点は、下水道事業についてなんですけども、こちらのほうも管路更生等の事

業というのがずっと将来にわたって見込まれるというお話があるわけですけども、この管路更

生事業というのは、要するに投資で、それに伴う減価償却あるいは起債の利息といった、今と

同じような構造での支出が増える、それによって収益的収支が悪化するという見込みであると

いうことで理解すればいいのか伺いたいと思います。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 まず、減価償却は現金支出を伴わない費用ということで、それを内部留保資金という考え方

は、企業会計としてはおっしゃるとおりでございます。ただし、公営企業会計に関しましては、

先ほど説明しましたとおり、３条予算と４条予算にまず分かれておるというところが、収益的

収支と資本的収支に分かれておりまして、公営企業の考え方としましては、現金支出を伴わな

い減価償却は、一旦損益勘定留保資金ということになります。ただし、この損益勘定留保資金

で、資本的支出のほうで支出していきます企業債の償還の元金、これを賄えるぐらいになるの

が理想というふうにされておるところでございます。 

 ですので、実質的には企業債の償還元金を返す財源というふうになってまいりますので、ほ

ぼほぼ残らないというふうな形になります。要は、民間企業とちょっと違いますのは、公営企

業会計につきましては、利益追求型ではありませんので、おおむねとんとんでやっていくとい

うふうな構造になっております関係で今のような形になります。 

 それ以外で純利益が出るような、３条予算で純利益が出るようなところで、建設改良費等々

に充てる財源も捻出しないといけないんですけれども、ここが若干余裕があって少し積立てが

できるというふうな形に持っていくのが理想ではございますけれども、なかなかそこが厳しい

状況ということでございます。ちょっと分かりづらくて申し訳ございませんが、民間企業と公

営企業の考え方が若干違いますので、そういった形になっております。 

 それから、下水道事業の管路更生といいますのは、水道事業と違いまして、下水道のほうは

管そのものがちょっと大きめといいますか、佐々町の場合は、他自治体でありますような物す

ごく大きい管はございませんけれども、とはいえ水道事業よりも、仮に管の更新をやろうとし

たときには、大きい管を掘り返すのに相当の費用がかかるということで、下水道に関しては、

今、技術革新も含め、もろもろ進められているところではございますけれども、更新をするの

ではなくて、掘り返して敷設替えをするのではなくて、管の中に膜を張るといいますか、そう

いった更生の方法をやりながら延命化をしていくというふうなことではあるんですけれども、

水道に比べて、これは佐々町に限らず全国的にですけれども、水道に比べて下水道のほうはま

だ日が浅いと、日が浅いといいましても、もう20年、30年はたっているんですけれども、水道

に比べるとまだ更新時期を迎えていないということではあるんですが、近い将来、その更新時

期を迎えると、水道と同じように。水道は既にもう更新時期を迎えておりますので、更新をや

っていかないといけないんですけれども、下水道も後追いの形で、下水道も更新時期を今後迎

えてきますので、その辺も加味したときに経営状況がどうなっていくのかというところを検討

していく。 

 要は、今のところ、すぐすぐ料金改定が必要な状況ではないというふうなことではございま
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すけれども、一応先の、せっかく審議会を開いて水道料金の検討をするわけですから、下水道

についても早めに、例えば、早めに何か手を打つことができないかというのも含めて、下水道

のほうも審議をしていただくというふうなイメージで捉えていただければと思います。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 説明はおおむね理解できたかなというふうに思うんですけれども、最初に申し上げたように、

要するに一般の民間企業でも、減価償却費をためていっても、機械がだんだん値上がりしてい

く、あるいは機器が更新されて価格が上がっていくということになるので、ためていっても、

言ってみれば買い替えることはできないんですよね、ためただけではですね。だからその分、

新たに利益を積んで、それで準備をするというのが一般の企業経営の基本だというふうに思い

ます。 

 そういう点で考えると、公営企業の場合には利益は追求しないというんだけれども、要する

に、採算可能な持続可能性のある収支というのは、ちゃんと持続しないといけないんじゃない

かと。私が言う持続可能性という場合には、要するに住民負担を増やすという方向がずっとと

れていくとは限らないと。住民負担がとれるというのは、やっぱりかなりの条件があるのでは

ないだろうかと、住民負担をお願いするというのはですね。だから、住民負担を増やさずに基

本的に維持していくという経営というのを考えないといけないのではないだろうかというこ

とを思うところです。 

 ですから、要するに例えば他都市で、一般会計からの繰入れの額が相当違うんだろうなと思

うんですけれども、例えば、東京都などは物価高騰の中で水道料金を無償にするとか、そんな

ことを短期的にもやったりするわけですけれども、そういうことができるというのは、基本的

に連動している一般会計との関係も含めて、やはり水道会計というのは存在して、一般会計と

連動して存在しているのだということを念頭に置いて、そうすると考え方としては、一般住民

の負担を増やさずにどうやって切り抜けていくのかというか、積み上げていくのかという経営

というのがやっぱり求められているのではないだろうかということを、まあ、審議会を開かれ

ることについては別に反対ではないんですけれども、申し上げておきたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 今おっしゃる意味はよく分かるんですけれども、そもそも公営企業会計、一般会計からの繰

入れがないとは、全国的にはやられている自治体もございます。ただ、公営企業会計に関して、

まず原則は、一般会計から切り離すというのがまず前提でございます。要は独立採算をしなさ

いと、住民の税金は使っちゃいけませんというのが公営企業会計です。 

 ですので、水道事業だけで見ると、水道料金、その他多少の収入はありますけれども、ほぼ

ほぼ水道料金で水道事業は運営しなさいというのがまず原則でございます。 

 下水道につきましては、そこが少し考え方が違いまして、下水道は、先ほど言いましたよう

に、水道よりも、管の敷設もそうですけれども、施設についてもかなり大きい施設が必要にな
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りますので、これを全て下水道使用料で賄っていくというのはちょっと厳しいというのがござ

いますので、総務省のほうが定めております、一般会計からの基準内繰入れというのがある一

定認められていると。ただ、下水道につきましても、基準内の繰入れで収まるような使用料の

設定をしなさいと。要は使用料を低くして、一般会計から基準を超える繰入れをしてはいけま

せんよというふうな考え方がまずベースにございます。 

 それを踏まえて、水道課としましては、基本的には収支がこういう状況ですので、料金改定

も含め、この赤字の部分を補填する必要がございますというところまでで、水道課として一般

会計にこれだけ負担してくださいとか、そういったことを言える状況ではございません。基本

的には、組立てとしては独立採算をするという前提で審議をするということになります。あと

は審議会の中でどういう御意見が出されるか、どういう答申をいただけるかというところにか

かってくるのかなというふうな形になろうかと思います。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ４問目ですけれど、許可します。 

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 課としての説明については、おおむね理解できました。ありがとうございました。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ほか質疑ございますか。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第50号 附属機関の設置に関する条例の一部改正の件は、原案

のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 

 （11時11分  休憩） 

 （11時25分  再開） 
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― 日程第７ 議案第51号 令和６年度 佐々町一般会計歳入歳出決算認定の件 ― 

― 日程第８ 議案第52号 令和６年度 佐々町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件 ― 

― 日程第９ 議案第53号 令和６年度 佐々町介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件 ― 

― 日程第10 議案第54号 令和６年度 佐々町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件 ― 

― 日程第11 議案第55号 令和６年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定の件 ― 

― 日程第12 議案第56号 令和６年度 佐々町水道事業会計利益の処分及び決算認定の件 ― 

― 日程第13 議案第57号 令和６年度 佐々町公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定の件 ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第７、議案第51号 令和６年度佐々町一般会計歳入歳出決算認定の件、日程第８、議案第

52号 令和６年度佐々町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第９、議案第53号 

令和６年度佐々町介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第10、議案第54号 令和６年度

佐々町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第11、議案第55号 令和６年度佐々

町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定の件、日程第12、議案第56号 令和６年度佐々

町水道事業会計利益の処分及び決算認定の件、日程第13、議案第57号 令和６年度佐々町公共下

水道事業会計利益の処分及び決算認定の件。 

 お諮りします。以上７議案を一括議題とすることに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第51号から議案第57号までの７議案は一括議題とい

たします。 

 執行の決算説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

  

 （議案第51号 朗読） 

 

 令和６年度決算に係る主要な施策の成果説明書を御覧下さい。 

10ページになります。赤文字の10ページということでお願いいたします。 

 

（令和６年度 決算に係る主要な施策の成果説明書 概要 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君） 

 令和６年度佐々町一般会計・特別会計決算について、会計ごとに町長がかがみの朗読を、各

課長は実質収支に関する調書を朗読してください。 

また、水道事業と公共下水道事業については、それぞれの報告書を朗読してください。 

 それでは、日程第７、議案第51号 令和６年度佐々町一般会計歳入歳出決算認定の件を議題と

します。 

 執行の説明を求めます。 

 税財政課長。 
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税財政課長（藤永 大治 君）   

 それでは、議案第51号の冊子でいけば１ページ、タブレットであれば６ページをお願いいた

します。 

 実質収支に関する調書。 

 一般会計。歳入総額107億1,913万6,000円、歳出総額102億4,563万2,000円、歳入歳出差引額

４億7,350万4,000円、翌年度へ繰越すべき財源、（１）継続費逓次繰越額4,294万4,000円、（２）

繰越明許費繰越額4,789万6,000円、（３）事故繰越繰越額ゼロ、計9,084万円、実質収支額３億

8,266万4,000円、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額ゼロ。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第51号 令和６年度佐々町一般会計歳入歳出

決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第51号 令和６年度佐々町一般会計歳入歳出決算認定

の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 日程第８、議案第52号 令和６年度佐々町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定の件を議

題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第52号 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 それでは、冊子のほうでは１ページ、タブレットのデータのほうでは６ページのほうを御覧

ください。 

 実質収支に関する調書。 

 国民健康保険特別会計。歳入総額13億6,412万円、歳出総額13億5,536万4,000円、歳入歳出差

引額875万6,000円、翌年度へ繰越すべき財源、（１）継続費逓次繰越額ゼロ、（２）繰越明許費

繰越額23万円、（３）事故繰越繰越額ゼロ、計23万円、実質収支額852万6,000円、実質収支額の

うち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額ゼロ。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第52号 令和６年度佐々町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 
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 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第52号 令和６年度佐々町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 日程第９、議案第53号 令和６年度佐々町介護保険特別会計歳入歳出決算認定の件を議題と

します。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第53号 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 冊子のほうは１ページ、タブレットのほうは６ページを御覧ください。 

 実質収支に関する調書。 

 介護保険特別会計（保険事業勘定）。歳入総額14億2,359万9,000円、歳出総額13億9,550万

9,000円、歳入歳出差引額2,809万円、翌年度へ繰越すべき財源、継続費逓次繰越額ゼロ、繰越

明許費繰越額23万円、事故繰越繰越額ゼロ、計23万円、実質収支額2,786万円、実質収支額のう

ち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額ゼロ。 

 続きまして、冊子は33ページ、タブレットは50ページを御覧ください。 

 実質収支に関する調書。 

 介護保険特別会計（サービス事業勘定）。歳入総額255万5,000円、歳出総額184万9,000円、歳

入歳出差引額70万6,000円、翌年度へ繰越すべき財源、継続費逓次繰越額ゼロ、繰越明許費繰越

額ゼロ、事故繰越繰越額ゼロ、計ゼロ、実質収支額70万6,000円、実質収支額のうち地方自治法

第233条の２の規定による基金繰入額ゼロ。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第53号 令和６年度佐々町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第53号 令和６年度佐々町介護保険特別会計歳入歳出

決算認定の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 日程第10、議案第54号 令和６年度佐々町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件を

議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 
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町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第54号 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 それでは、冊子は１ページ、タブレットのほうは６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書。 

 後期高齢者医療特別会計。歳入総額２億1,101万1,000円、歳出総額２億1,040万7,000円、歳

入歳出差引額60万4,000円、翌年度へ繰越すべき財源、（１）継続費逓次繰越額ゼロ、（２）繰越

明許費繰越額23万円、（３）事故繰越繰越額ゼロ、計23万円、実質収支額37万4,000円、実質収

支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入額ゼロ。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第54号 令和６年度佐々町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第54号 令和６年度佐々町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 日程第11、議案第55号 令和６年度佐々町国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定の

件を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第55号 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 多世代包括支援センター長。 

 

多世代包括支援センター長（松尾 直美 君）   

 それでは、冊子のほうは１ページ、タブレットは６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書。 

 国民健康保険診療所特別会計。歳入総額1,295万6,000円、歳出総額1,174万6,000円、歳入歳

出差引額121万円、翌年度へ繰越すべき財源、継続費逓次繰越額ゼロ、繰越明許費繰越額ゼロ、

事故繰越繰越額ゼロ、計ゼロ、実質収支額121万円、実質収支額のうち地方自治法第233条の２

の規定による基金繰入額ゼロ。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第55号 令和６年度佐々町国民健康保険診療

所特別会計歳入歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第55号 令和６年度佐々町国民健康保険診療所特別会

計歳入歳出決算認定の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 日程第12、議案第56号 令和６年度佐々町水道事業会計利益の処分及び決算認定の件を議題

とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第56号 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、冊子のほうは14ページ、タブレットのほうは21ページを御覧ください。 

 令和６年度佐々町水道事業報告書。 

 １、概要。（１）総括事項の朗読をさせていただきます。 

 本年度末の給水人口は、１万3,823人で前年度に比べ27人の減少、給水件数は6,492件で２件

の減少となりました。また、有収水量については、206万8,135㎥で2,404㎥減少しました。有収

率は91.6％で前年度と比較し1.6ポイント上昇しました。 

 建設改良事業の状況。 

 浄水場、配水池、ポンプ所の整備として、浄水場１号沈殿池フロキュレータ更新工事（その

２）他５件の工事を行いました。また、配水管の新設・更新事業として、町道三柱神社線配水

管更新工事他４件の工事を実施しました。 

 なお、浄水場送水ポンプ室築造工事については、令和８年度までの継続事業として実施して

おり、６年度実施分事業の一部を令和７年度へ繰り越しています。 

 財政の状況。 

 収益的収支（税抜）については、給水収益が３億2,814万9,105円で、前年度と比較して24万

9,347円減収となりました。主な要因としては、営業事業者の使用水量の減と工事用水栓等の減

少によるものです。営業費用は２億9,552万6,418円で、前年度と比較して2,774万425円の増額

となりました。内訳としては、原水及び浄水費で257万522円増額、配水及び給水費で240万5,380

円増額、総係費で817万4,767円増額、その他営業費用で1,458万9,756円の増額となりました。

その結果、令和６年度の純利益は3,493万3,838円となり、前年度と比較して2,704万8,893円の

減益となりました。 

 資本的収支については収入として、企業債１億9,320万円を借り入れました。支出においては

建設改良費２億6,640万9,712円、企業債償還金１億1,854万4,069円を支出しました。その結果、

当年度資本的収支は１億9,175万3,781円の資金不足が生じました。その不足額は過年度分損益
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勘定留保資金7,002万6,056円、当年度分損益勘定留保資金952万5,929円、前年度繰越利益剰余

金498万2,731円、減債積立金5,900万円、建設改良積立金2,400万円及び当年度消費税及び地方

消費税資本的収支調整額2,421万9,065円にて補填しました。 

 まとめ。 

 全国的には、少子・高齢化、節水機器の普及等により水需要が減少し、給水収入が減少する

傾向にあります。本町においては、令和６年度の給水人口、給水件数は微減となりました。有

収水量も減少傾向となっておりますが、有収率は91.6％（対前年度1.6ポイント増）に上昇して

います。水資源の有効利用を図るためには、計画的な漏水調査や根本的な解決を図る老朽化し

た施設・配管の更新・改良などの投資事業をより一層効果的・効率的・経済的に――― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長、ちょっとお待ちください。 

もう12時ですが、議案第56号と第57号まで続けます。水道課長、続けてください。 

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 より一層効果的・効率的・経済的に実施する必要があります。 

 よって、今後の事業経営にあたっては、令和６年度に策定した佐々町水道事業ビジョン・経

営戦略、佐々町上下水道耐震化計画を基に計画的、効率的な経営に取り組んでいきます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第56号 令和６年度佐々町水道事業会計利益

の処分及び決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第56号 令和６年度佐々町水道事業会計利益の処分及

び決算認定の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 日程第13、議案第57号 令和６年度佐々町公共下水道事業会計利益の処分及び決算認定の件

を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第57号 朗読） 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、冊子のほうは14ページ、タブレットのほうは21ページを御覧ください。 

 令和６年度佐々町公共下水道事業報告書。 
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 １、概要。（１）総括事項の朗読をさせていただきます。 

 業務の状況。 

 本年度末の水洗化人口は、１万1,475人で前年度に比べ76人の増加、水洗化戸数は5,097戸で

22戸の増加となりました。また、有収水量については、172万8,742㎥となりました。水洗化率

は89.38％で、前年度と比較し1.05ポイント上昇しました。 

 建設改良事業の状況。 

 主な建設改良事業は、令和４年度からの継続事業の最終年度として、し尿等前処理施設建設

工事及びし尿等前処理施設建設工事設計・施工監理業務委託を行い、事業完了しました。また、

浄化管理センターの改築更新実施設計業務、小浦雨水ポンプ場の非線形解析業務、松瀬前地区

の汚水管布設工事、大新田中継ポンプ場の耐震補強・改築更新工事、マンホールポンプ場及び

浄化管理センターの通報装置更新工事、中央地区の雨水暗渠補修工事、取付管の設置工事等を

行いました。 

 なお、令和６から７年度の継続事業として実施している大新田中継ポンプ場の耐震補強・改

築更新工事は、令和６年度実施予定であった事業の一部を令和７年度へ繰り越しました。 

 財政の状況。 

 収益的収支（税抜）については、下水道使用料が２億7,111万2,255円で、営業収益全体では、

３億7,786万3,793円となりました。営業費用は６億2,422万6,821円で、内訳としては、管渠費

で601万7,030円、汚水ポンプ場費で966万1,710円、雨水ポンプ場費で1,252万8,623円、汚水処

理場費で１億5,933万730円、し尿等前処理施設場費で61万4,536円、総係費で3,390万6,499円、

減価償却費で４億216万7,693円となりました。その結果、令和６年度の純利益は１億2,052万

1,450円となりました。 

 資本的収支（税込）については、国庫補助金等で４億9,106万3,540円を受け入れ、支出にお

いては建設改良費５億260万4,600円、企業債償還金３億4,999万7,220円を支出しました。その

結果、当年度資本的収支は３億6,153万8,280円の資金不足を生じました。その不足額３億6,153

万8,280円は、当年度分損益勘定留保資金１億9,179万8,182円、前年度繰越利益剰余金1,508万

7,160円、当年度未処分利益剰余金１億496万1,615円、減債積立金400万円及び当年度消費税及

び地方消費税資本的収支調整額4,569万1,323円にて補填しました。 

 なお、一般会計からの補助金としては、汚水事業で２億2,854万1,000円、雨水事業で１億171

万4,000円、し尿等前処理事業負担金・し尿等前処理にかかる汚水処理施設負荷分として481万

738円、計３億3,506万5,738円受け入れました。 

 まとめ。 

 本年度は、継続費で実施しているし尿等前処理施設の最終年度として、また、施設や管路の

更新に伴う実施設計を行うなど、適正に事業を進め、令和６年11月１日にし尿等前処理施設、

令和７年１月16日に松瀬前地区排水本管の供用を開始しました。 

 引き続き、老朽化する施設に対してもストックマネジメント計画を基に年次的に改築更新を

行い、持続可能で安定的な経営を図っていきたいと考えます。 

 なお、今後の施設及び管路の更新に向けては、財源の確保が不可欠であり、令和６年度に策

定した佐々町下水道事業ビジョン・経営戦略、佐々町上下水道耐震化計画を基に、将来に向け

た安定的な経営を支える取組が必要となります。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 執行の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただ今、議題となっています議案第57号 令和６年度佐々町公共下水道事業会

計利益の処分及び決算認定の件は、決算審査特別委員会に付託することに異議ありませんか。 
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 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、議案第57号 令和６年度佐々町公共下水道事業会計利益の

処分及び決算認定の件は、決算審査特別委員会へ付託されました。 

 しばらく休憩します。 

 

 （12時08分  休憩） 

 （13時10分  再開） 

 

― 日程第14 議案第58号 令和７年度 佐々町一般会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第14、議案第58号 令和７年度佐々町一般会計補正予算（第２号）を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第58号 朗読） 

 

 次ページ以降は、税財政課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 税財政課長。 

 

税財政課長（藤永 大治 君）   

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入。９款地方特例交付金、補正額51万8,000円、計1,483万3,000円。１項地方特例交付金、

補正額51万8,000円、計1,483万2,000円。 

 10款地方交付税、補正額１億8,666万6,000円、計20億4,166万6,000円。１項地方交付税、補

正額、計とも同額です。 

 12款分担金及び負担金、補正額205万9,000円、計3,731万円。１項負担金、補正額12万4,000

円、計3,537万5,000円。２項分担金、補正額193万5,000円、計193万5,000円。 

 14款国庫支出金、補正額1,387万3,000円、計12億5,664万6,000円。２項国庫補助金、補正額

1,387万3,000円、計２億5,744万円。 

 15款県支出金、補正額947万5,000円、計７億1,610万6,000円。２項県補助金、補正額556万

9,000円、計２億5,411万6,000円。３項委託金、補正額390万6,000円、計5,476万9,000円。 

 16款財産収入、補正額１万8,000円、計3,109万円。２項財産売払収入、補正額１万8,000円、

計863万5,000円。 

 18款繰入金、補正額、減額２億2,436万5,000円、計５億8,010万5,000円。１項基金繰入金、

補正額、計とも同額です。 

 19款繰越金、補正額３億266万3,000円、計３億8,266万3,000円。１項繰越金、補正額、計と

も同額です。 
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 20款諸収入、補正額462万5,000円、計２億663万9,000円。４項雑入、補正額462万5,000円、

計１億3,905万6,000円。 

 21款町債、補正額2,100万円、計３億9,070万円。１項町債、補正額、計とも同額です。 

 歳入合計、補正額３億1,653万2,000円、計80億1,753万円。 

 ３ページをお願いいたします。 

 歳出。１款議会費、補正額34万2,000円、計8,893万1,000円。１項議会費、補正額、計とも同

額です。 

 ２款総務費、補正額3,770万4,000円、計13億756万7,000円。１項総務管理費、補正額4,476万

9,000円、計10億7,966万9,000円。２項徴税費、補正額、減額76万1,000円、計9,843万3,000円。

３項戸籍住民基本台帳費、補正額76万7,000円、計7,753万円。４項選挙費、補正額、減額692万

5,000円、計4,210万3,000円。５項統計調査費、補正額、減額14万6,000円、計730万9,000円。 

 ３款民生費、補正額863万6,000円、計25億6,984万5,000円。１項社会福祉費、補正額690万

7,000円、計11億7,043万9,000円。２項児童福祉費、補正額172万9,000円、計13億9,920万6,000

円。 

 ４款衛生費、補正額2,359万6,000円、計８億3,504万2,000円。１項保健衛生費、補正額1,018

万9,000円、計５億2,715万2,000円。２項清掃費、補正額1,339万7,000円、計３億139万円。３

項診療所費、補正額１万円、計650万円。 

 ６款農林水産業費、補正額239万円、計２億1,503万8,000円。１項農業費、補正額239万円、

計２億756万1,000円。 

 ７款商工費、補正額、減額１万円、計9,000万9,000円。１項商工費、補正額、計とも同額で

す。 

 ８款土木費、補正額2,869万4,000円、計９億9,865万1,000円。１項土木管理費、補正額244万

5,000円、計9,335万1,000円。２項道路橋梁費、補正額1,074万2,000円、計２億8,022万6,000円。

５項都市計画費、補正額1,543万2,000円、計４億8,619万円。６項住宅費、補正額７万5,000円、

計8,806万1,000円。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ９款消防費、補正額1,059万7,000円、計２億4,245万1,000円。１項消防費、補正額、計とも

同額です。 

 10款教育費、補正額、減額443万2,000円、計８億1,332万1,000円。１項教育総務費、補正額、

減額633万2,000円、計１億3,489万7,000円。２項小学校費、補正額92万7,000円、計２億5,325

万1,000円。３項中学校費、補正額、減額36万3,000円、計１億4,349万2,000円。５項社会教育

費、補正額12万6,000円、計１億3,125万3,000円。６項保健体育費、補正額121万円、計4,625万

3,000円。 

 11款災害復旧費、補正額1,281万7,000円、計2,574万7,000円。１項農林水産施設災害復旧費、

補正額881万7,000円、計1,153万8,000円。２項公共土木施設災害復旧費、補正額400万円、計

1,420万9,000円。 

 13款諸支出金、補正額１億9,619万8,000円、計２億6,792万1,000円。１項基金費、補正額、

計とも同額です。 

 歳出合計、補正額３億1,653万2,000円、計80億1,753万円。 

 ５ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費。 

 ８款土木費、３項河川費、事業名、急傾斜地崩壊対策事業、金額3,000万円。 

 この事業につきましては、竪山地区法面保護工事の３工区の分でございまして、歳出予算に

ついては当初予算に計上をいたしておったところです。今回、暫定的な入札制度の見直しに不

測の日数を要したため、年度内竣工に向けた標準工期の確保ができなくなったため、今回繰越
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明許をお願いするものでございます。工期については225日間を予定をしているところでござ

います。 

 ６ページをお願いいたします。 

 第３表、債務負担行為補正。 

 変更。事項、大新田排水機場管理業務委託料、補正前期間、令和８年度から令和10年度まで、

限度額700万7,000円、補正後、期間は変更ありません。限度額が764万5,000円。 

 この業務につきましては、令和７年12月から令和10年11月までの３年間の管理業務委託料で

ございまして、令和８年度から令和10年度までの分については32か月分になります。 

今回増額の補正をお願いするものは、電工単価の改定によります増額補正ということになっ

ております。 

 続いて７ページをお願いいたします。 

 第４表、地方債補正。 

 追加。起債の目的、（一般廃棄物処理事業債）ごみ処理施設工場棟改修事業、限度額900万円。 

 起債の方法、普通貸借又は証券発行。利率、年4.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入

れる資金について、利率見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。償還の方法、政

府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、その債権者と協議する。た

だし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借り

換えすることができる。 

 この事業につきましては、クリーンセンターの工場棟の採光窓破損に伴う改修分でございま

す。充当率は75％、交付税措置は30％となっております。 

 続いて、起債の目的、（緊急防災・減災事業債）消防詰所新築事業、限度額480万円。 

 この分については、第７分団の消防詰所の新築工事設計業務委託分でございます。充当率は

100％、交付税措置が70％となっております。 

 続いて、起債の目的、（緊急防災・減災事業債）全国瞬時警報システム受信機更新事業、限度

額400万円。 

 これについては、Ｊアラートの故障に伴う新型受信機への更新業務委託分でございます。こ

れも同様に充当率100％、交付税が70％となっております。 

 続いて、下段にいきます。 

 変更。起債の目的、（緊急自然災害防止対策事業債）自然災害防止事業（農業水利施設事業）、

補正前限度額480万円。 

 起債の方法、普通貸借又は証券発行。利率、年4.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入

れる資金について、利率見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）。償還の方法、政

府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、その債権者と協議する。た

だし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借り

換えすることができる。補正後限度額が570万円。起債の方法、利率、償還の方法は補正前に同

じでございます。 

 この事業につきましては、松瀬地区の農業用水路の断面拡幅改修に伴う分の増額の補正にな

っております。補正前の480万円というのは五島田ため池の改修分でございまして、今回はこの

松瀬地区の農業用水路分の増額ということになっております。充当率は100％、交付税が70％と

なっております。 

 続いて、起債の目的、（災害復旧事業債）７年災農地等災害復旧事業、補正前30万円、補正後

260万円。 

 この事業につきましては、６月の梅雨前線豪雨による被災の分でございまして、農地が皆瀬

免の樫付地区と木場免の平田地区と、施設災害が石木場免の特牛形地区と松瀬免の江里ノ上地

区の分でございます。補助事業の分については、充当率が90％、交付税が95％となっておりま
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す。それから、単独事業分については、充当率が65％、交付税が47.5％となっております。 

 ８ページ、９ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、１総括につきましては、割愛をさせ

ていただきます。 

 今回の補正予算につきましては、普通交付税の交付決定に伴う追加補正、令和６年度の決算

剰余金の計上、それから過年度分の国県支出金の追加交付及び返還金の計上、それから、人事

異動に伴います人件費の計上、それと基金繰入金及び基金積立金の計上、また、７月補正の肉

づけ予算の検討の中で、今回の９月補正に計上とした普通建設事業などが主なものとなってお

ります。 

 また、定額減税の補足給付金の見込み増による追加、それから新型コロナ定期接種ワクチン

の接種費用、それから、長崎県議会議員補欠選挙費なども計上をしております。 

先ほど申しましたように、さらに本年６月の梅雨前線豪雨による、農地と農業用施設の災害

復旧に係る事業費を計上させていただいております。 

 それでは、予算書10ページをお願いいたします。 

 10ページ２段目になりますけれども、10款地方交付税になります。説明にありますとおり、

普通交付税の交付決定に伴うものでございまして、令和７年度の交付決定が19億6,166万6,000

円となっております。それに伴う補正を計上させていただいております。 

 11ページをお願いいたします。 

 11ページ１番上段になりますけれども、総務管理費補助金の中の物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金（給付金・定額減税一体支援枠分）と960万円を計上させていただいております。

これについては、定額減税の補足給付金の不足額給付分ということで同額を歳出予算に計上さ

せていただいております。 

 それから、13ページをお願いいたします。 

 13ページ１番下段になります財政調整基金繰入金でございます。今回、決算剰余金などによ

りまして、当初取崩しの一部を戻すものでございます。今回の補正後の現在高としましては、

14億2,556万1,000円の現在高の見込みとなります。 

 それから、14ページをお願いいたします。上段のほうの繰越金でございます。 

 令和６年度の実質収支額が３億8,266万3,693円ということで、今回当初予算に計上をしてお

りました8,000円の差分を今回計上させていただいております。 

 続きまして、歳出のほうにいきまして24ページをお願いいたします。 

 24ページ、14目定額減税補足給付金事業費の先ほど歳入でもありましたとおり960万円計上

させていただいておりますけれども、きのう現在、10月１日現在で約８割の方から申請をいた

だいておるという状況になっております。 

 ページが飛びまして、44ページをお願いいたします。 

 44ページ下段のほうになりますけれども、１目財政調整基金費の基金積立でございます。１

億9,200万円計上させていただいております。これにつきましては、令和６年度の実質収支額の

２分の１以上の積立てということで、今回１億9,200万円の積立てを計上させていただいてお

ります。 

 税財政課からは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 各課長から説明があれば許可します。 

 総務課長。 

 

総務課長（落合 健治 君）   

 予算書13ページをお願いいたします。 
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 15款３項１目総務費委託金の５節選挙費委託金、県議会議員補欠選挙費委託金405万2,000円

の増額でございます。こちらにつきましては、令和８年２月８日執行予定の長崎県知事選挙が

ございますが、現在、佐世保市北松浦郡選挙区の県議会議員１名の欠員が生じておりまして、

２月８日の県知事選挙に便乗選挙として県議会議員補欠選挙が執行される予定ですので、その

分の委託金を計上させていただいております。 

 続きまして、14ページをお願いいたします。 

 20款４項１目雑入の真ん中付近にございます、デジタル基盤改革支援補助金（地方公共団体

情報システムの標準化）127万2,000円の増額補正でございます。こちらにつきましては、補助

上限の増に伴う補正でございまして、標準化により不要となります、戸籍総合システムのリー

ス料の繰上げ返済に係る費用に充当するものでございます。 

 続きまして、19ページをお願いいたします。 

 ３目財産管理費12節委託料、町内会集会所屋根外壁改修工事実施設計業務委託料385万円の

増額補正でございます。こちらにつきましては、中央通、神田、江里の３町内会集会所の屋根

外壁改修工事の実施設計を行うための増額補正でございます。 

 続きまして、27ページをお願いいたします。 

 ２款４項３目町長選挙・町議会議員一般選挙費でございます。こちらにつきましては、選挙

が終了したことに伴う減額の補正でございます。 

 続きまして、28ページをお願いいたします。 

 ６目県議会議員補欠選挙費でございます。こちらにつきましては、先ほど歳入のところで御

説明をいたしましたが、県議会議員の補欠選挙が執行される予定となったことに伴いまして、

それに係る経費を補正で計上させていただいております。 

 それから、少し飛びまして40ページをお願いいたします。 

 ９款１項３目消防施設費12節委託料、第７分団消防詰所新築工事設計業務委託料485万円の

増額でございます。こちらにつきましては、第７分団の詰所が老朽化しておりますので、それ

に伴いまして新築移転を計画しております。それに伴う実施設計業務委託料を計上しておりま

す。 

 それから、同じページの４目災害対策費12節委託料、全国瞬時警報システム受信機更新業務

委託料400万円でございます。こちらにつきましては、先ほど税財政課長から説明がありました

が、Ｊアラートが故障いたしまして修繕を行う予定にしておりましたが、60万円程度の費用が

かかることが判明いたしました。それで、もともとは令和８年度に入替えの予定をしておりま

したが、前倒しで今年度入替えを行うものでございます。財源につきましては、先ほど税財政

課長から説明がありました緊急防災・減災事業債を充当する予定でございます。 

 総務課分の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 教育次長。 

 

教育次長（井手 守道 君）   

 それでは、教育委員会分の説明をさせていただきます。 

 予算書のほう41ページをお願いいたします。 

 10款１項２目事務局費13節使用料及び賃借料でございます。保護者等連絡システムの使用料

でございますが、こちら新規でございますので少し説明させていただきます。 

 現在、学校から保護者等への連絡ツールとして本システムを使用しておりますが、教育委員

会からも情報発信をできるようにするための使用料でございます。今般の異常気象や教育委員

会からの各種事業等について、学校を介さず直接連絡をしたいと。特に、悪天候におけるお知
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らせについては学校を介さないため、時間的なロスを抑えられる効果があるものとして考えて

いるところでございます。 

 次の43ページをお願いいたします。 

 10款６項２目体育施設費でございます。修繕料ですが、こちらのほうは北部体育館の照明、

それから、中学校グラウンドの殺虫器のほうの修繕のほうをさせていただきたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

企画商工課長。 

 

企画商工課長（中道 隆介 君）   

 それでは、24ページをお願いいたします。 

 24ページの一番下の地域おこし協力隊事業費でございます。こちらのほう、令和８年度に採

用を考えている地域おこし協力隊を募集するための業務を委託するものでございます。 

 業務内容といたしましては、募集企画の打合わせ、現地調査の後に募集記事を作成し、ウェ

ブサイトなどの情報発信、それから、面接の補助までしていただきまして、地域と隊員のマッ

チングを行っていただくことになっております。今回は、観光事業に携わる人材を募集予定で

ございます。財源につきましては、募集等に要する経費が350万円を上限として、全額交付税措

置をされることになっております。 

 ページを飛びまして、37ページをお願いいたします。 

 こちらの中段の２目商工業振興費でございます。こちらのほうの空き店舗等活用促進事業補

助金でございます。こちらのほうは、当初上限50万円の５件を見込んでおりましたが、現在に

おいて、もう４件申請があっておりまして、また、商工会を通じて相談があっております。今

後も申請が想定されるため、昨年度と同じ７件を見込んで２件分を追加するものでございます。 

 ちょっとページが飛びまして、44ページをお願いいたします。 

 下から２番目の10目ふるさと応援基金費でございます。こちらのほう、寄附額から経費を差

し引いたものが本来の積立額でございますが、令和６年度の３月の補正までに見込めなかった

分を令和６年度積立分として今回計上させていただいております。 

 企画商工課分は以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 26ページをお願いいたします。 

 ２款総務費１目戸籍住民基本台帳費12節委託料でございます。５番目の項目になりますけど

も、戸籍総合システム改修業務委託料287万1,000円です。こちら、氏名振り仮名法制化分とい

うことで、戸籍法の一部改正によりまして、戸籍に振り仮名が記載されることになったことか

ら、全国的に本籍地の市町村から戸籍の筆頭者宛に氏名の振り仮名確認ということで通知がな

されております。本町においては、令和７年７月に戸籍の筆頭者宛に通知をしております。 

 今回の補正は、この戸籍法の一部改正の法施行日、令和７年５月26日から１年を経過した日、

令和８年５月25日になるんですけども、この日までに先ほど申しました振り仮名の届出がなさ

れなかった場合は、本籍地の市町村長による振り仮名記録一括処理が可能となっておりますの

で、この処理を行う機能を追加するシステム改修分ということになります。この改修分につき
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ましては、歳入の11ページを御覧ください。 

 14款国庫支出金１目総務費国庫補助金２節戸籍住民基本台帳費補助金、２番目の項目になり

ますけども、社会保障・税番号制度システム整備費補助金、10分の10の国庫補助となっており

ます。 

 それから、歳出の30ページをお願いいたします。 

 ３款民生費１目社会福祉総務費27節の繰出金、２番目の項目、介護保険特別会計繰出金（保

険事業勘定）584万4,000円の補正額となっております。こちらの繰出金の主なものとしまして

は、３年に一度見直しを行います、高齢者福祉計画及び第10期介護保険事業計画策定支援業務

委託料分となります。 

 住民福祉課からは以上です。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 それでは、32ページからになります。 

 保健衛生総務費でございますが、10節の需用費から33ページの26節までにわたりますけども、

今回、公用車の購入、入替えに伴います予算を計上させていただいております。現在、環境衛

生班のほうで所管しております箱バン型の軽自動車がございますが、こちらが平成14年３月に

購入した車両でございまして、購入から23年が経過、走行距離も約10万キロとなっておりまし

て、来年３月末に車検期限が到来しますが、現在の車両の老朽、劣化の状況、それから、車検

時に要する修繕費用の見込み、それから、今後の老朽、劣化など総合的に検討しまして、購入、

入替えによることが経済的であると判断し、当初予算に計上しました車検費用を減額し、購入、

入替えのための予算を組み替える補正を今回計上させていただいております。 

 それから、34ページをお願いいたします。 

 塵芥処理費14節の工事請負費でございますけども、クリーンセンター工場棟の採光窓が昨年

５月の強風によって破損しておりまして、昨年８月の総務厚生委員会のほうでも御報告のほう

はさせていただいておりましたが、令和６年度中に適正工期、標準工期の確保が、12月の補正

予算以降では厳しいというような見込みがありましたことから、今年度、今回の補正予算へ予

算の計上を先延ばしさせていただき、今回計上させていただいたものになります。 

 保険環境課は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 多世代包括支援センター長。 

 

多世代包括支援センター長（松尾 直美 君）   

 多世代包括支援センター所管の主な予算について説明させていただきます。 

 31ページをお願いいたします。 

 ３款１項５目多世代包括支援事業費18節負担金、補助及び交付金、そちらの説明欄の２段目

になります、医療的ケア児訪問型レスパイト（家族負担軽減）事業補助金です。こちら72万円

になります。こちらは新規事業になります。在宅で人工呼吸器など医療的なケアを必要とする

子どもさんの看護のために、指定訪問看護ステーションを利用する御家族に対しまして、利用

にかかる経費の助成を行いますことにつきまして、医療的なケアを必要とする子どもさんの看

護及び介護を行う御家族の負担軽減を図ることを目的としまして実施するものになります。 

 この事業につきましては、歳入予算12ページをお願いいたします。 
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 15款２項２目民生費県補助金１節社会福祉費補助金の２段目に、長崎県医療的ケア児訪問型

レスパイト事業費補助金２分の１、36万円のほうを計上しております。 

 続きまして、歳出予算に戻りまして、33ページをお願いいたします。 

 ４款１項２目予防費12節の委託料になります。説明欄の予防接種業務委託料780万3,000円の

増額補正です。こちらは先ほど税財政課長からも説明がありましたけども、コロナワクチンの

接種分のみの増額補正となります。このワクチンは、令和６年度から定期化されまして、令和

６年度は国の一部助成が設けられておりましたが、令和７年度になりまして、この一部助成が

なされない旨の内容が決定しましたことに伴いまして、当初予算では未計上でありましたので、

今回の補正にて計上させていただくものです。 

 以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 建設課長。 

 

建設課長（山村 輝明 君）   

 建設課分を説明させていただきます。予算書の38ページをお願いいたします。 

 中段より下ですけれども、８款２項２目の14節工事請負費の850万円ですけれども、場所につ

きましては、野寄集会所から角山方面へ行ったところに大岳線との分岐がありますけれども、

そこから角山方面へ100メートル行った程度の右カーブにおきまして、道路幅員が狭く事故の

危険性があるために道路側溝を有蓋化いたしまして通行の安全を図り、確保したいと思って計

上しております。 

 それと、39ページですけれども、上段の８款５項２目12節委託料の740万円のうちの、上のほ

うの桜樹勢回復業務委託料ですけども、平成29年度の桜樹勢回復業務の調査結果に基づきまし

て、今回は佐々川、桜づつみの佐々川大橋付近の40本につきまして桜の樹勢回復を実施させて

いただきたいと考えております。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 よろしいですかね。 

これから質疑を行います。質疑のあられる方。 

 １番。 

 

１  番（須藤 敏規 君）   

 やっと元気が出てまいりましたので頑張ります。 

 15ページの雑入の中に返還金があるんですけれども、令和６年度の学校事務補助ＰＴＡ活動

関係、あるんですが、これはどこの学校の分かなと思ったら、ＰＴＡの給食費の集金とかあれ

ということで、お一人採用されていた分が返ってきたような形ですから、その事務の関係かど

うかということですね、されなかったのかどうか。 

 それから、繰越金の件なんですが、令和６年度決算で２、３億円余っとるもんですから、起

債を借りて予算を組んでいって、このように例年２、３億円余ればですよ、組み方としていい

のかなと思っとるもんですから。不用額を見ますと３億7,000万円ほど各議会費から始まって

教育費、災害までなっとるもんですから、当初で計画したとおり政策が反映された予算執行が

なっていないような感じを受けるもんですから。そこら辺について極力絞った予算を組んだほ

うがいいんじゃないかと思うんですよね。百何億円の決算になっているものですから、今回も

80億円か90億円近く、最終的にはどのくらいになるか分かりませんけども、そこら辺の考え方
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をちょっと伺っておきます。 

 それから、42ページのほうに長崎県中学校技術・家庭科教育研究大会の県北大会の負担金っ

てあるんですけれども、負担金というのは義務的に出さんばお金かどうかですね。校長会・教

頭会で例年当初予算で上がってきているようなんですけども、そういうのを含めまして、負担

金っていうのはどういうものかなと思って疑問があるものですから。資料代とかいろいろ昔は

説明を受けたような気がするんですけども、負担金で県北大会という組織とか今事務局がどが

んなっているか分かりませんけども、どういう性格のものか、毎回出ていっているもんですか

ら、ちょっと説明をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ３点。 

 教育次長。 

 

教育次長（井手 守道 君）   

 それでは、15ページのＰＴＡ活動奨励費補助金の返還金でございますが、議員御指摘のとお

り、給食費の徴収がなくなったことによる返還分でございます。 

 それから、42ページの中学校の技術・家庭科教育研究大会の負担金でございますが、こちら

は大会を開催するための負担金ということで、おっしゃるように消耗品だったりとか、それか

らそういった事務系の負担金ということになります。事務系の費用に関する負担金ということ

になるものでございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 税財政課長。 

 

税財政課長（藤永 大治 君）   

 ページが14ページの繰越金に関連するところでございますけれども、繰越金が３億円、決算

剰余金が３億8,000万円と令和６年度なっておりますけれども、今回不用額が大きくなってお

りますけれども、今回主な要因として２つございまして、まずは佐々クリーンセンターの基幹

的設備改良工事、これが継続費を設定して事業を行ってきております。その関係で、継続費に

つきましては執行残として残すようになりますので、その分だけでも、昨年とその分だけで

5,600万円の不用額ということになっております。 

 それから、もう１つ大きなものが、公共下水道事業会計の補助金がありまして、その分の不

用額、予算に対しての予算と支出済の差の昨年度との比較として約4,000万円の不用額が増え

ているというものでございます。 

 これにつきましては、公共下水道会計のほうで、細かく決算を見込んだ上で最終的に必要な

補助金というのを算出をしていただいて、それに伴う支出済みが予算よりも少なかったという

ことで、今回4,000万円の不用額が昨年と比べて増額したというもので、その２件合わせまして

も約１億円の不用額があったということで、今回、全体としての不用額が大きくなったという

ものでございます。 

 それから、繰越金があるのに起債を借りずにというところでございますけれども、今回起債

の計上をさせていただいておるものは、交付税措置のある有利な起債ということになっており

ます。今、仮に起債を借りずに繰越金であったり基金を使って事業をするとなりますと、今現

在の貯金が減るということになりますので、そこは交付税措置のある有利な起債は活用をして、
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後年度の財政の需要に対応するため基金のほうを確保しておくというのが財政のほうとして

の考え方でございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 １番。 

 

１  番（須藤 敏規 君）   

 学校のこの奨励の補助金っていうのは、中学校の分ということを理解すればよろしいわけで

すね。ということは、未集金か、前問題があったんですけど、未集金についてはもう整理なさ

ったということですか。中学校はもうないということでしょうか。それが１点。 

 あとの不用額の件については、クリーンセンター関係の継続費ということで理解はしており

ますが、１億円ちょっと衛生費があったもんですから。あと土木費の中に7,000万円ほどあった

から、下水道への繰出金ということですね。 

 あと、民生費のほうに8,400万円ほど不用額があるんですが、追加で説明してください。 

 あとは、中学校の技術・家庭科の教育研究大会は、準備とか事務費とおっしゃったんですが、

いつあるんですかね。事務局はどこになっているんですかね。いつあるのかなと。お願いしま

す。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 税財政課長。 

 

税財政課長（藤永 大治 君）   

 不用額としての対前年の比較ということで申し上げます。 

 不用額として対前年から増えているものが、障害者自立支援給付費、これが約1,060万円、去

年からすると不用額として1,060万円増えたということになります。 

それから、大きなものでいきますと、放課後児童健全育成事業運営委託料。これが昨年度か

らすると660万円不用額が増えたと。さらに保育所の施設型給付費負担金がありますけれども、

ここで町内、町外合わせて、昨年からすると約2,300万円不用額が増えたということになってお

ります。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 教育次長。 

 

教育次長（井手 守道 君）   

 15ページの奨励金の返還金の15万7,000円の分でございます。中学校の給食費の分になりま

す。それで、その給食費の未集金ということでございますが、こちらは未集金件数、金額は今

控えてはいませんが、現在、まだ残っているものがございます。 

この未集金につきましては、今後、給食費の公会計化をするように今計画をしておりまして、

その時点で、学校のほう、私会計のほうから公会計のほうに債務のほうを継承するという形を

予定しております。その中で、再度、そういった未集金のほうは整理をさせていっていかせて

いただきたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 
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議  長（川副 剛 君）   

 教育長。 

 

教 育 長（富野 毅 君） 

 42ページの長崎県中学校技術・家庭科教育研究大会県北大会の負担金ということでございま

すが、中学校、まあ、小学校も含めてですが、小中学校の学校の先生方の任意団体と申します

か、教育研究会というものを組織しております。その中の県北技術・家庭科の研究大会、長崎

県内の研究大会を例年２年に１回開催しておりまして、県内持ち回りで基本的に実施をしてお

ります。 

県北大会ということでございますが、事務局としては、平戸市、松浦市、佐々町、小値賀町

の３町の先生方、３町の中学校の技術・家庭の先生方が事務局として活動されておりまして、

それの分の後援の教育委員会ということで、負担金のほうをお願いしますという依頼がありま

したので、そういう形で支出をさせていただいているという現状でございます。以上です。 

 あわせて、すみません、よろしいですか。（議長「どうぞ。」） 

 今年度は、10月30日に実施をされます。10月30日に平戸市を中心に実施をされるという予定

でございます。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 １番。 

 

１  番（須藤 敏規 君）   

 ちょっと町長にお尋ねしますが、こういう職員の勉強会といいますか、任意で、勉強会です

ね、それぞれの。昔は、南部自治とかいろいろ職員の会議で話合いするとがあったんですけど、

公費は使うなと言われたもんですから。こういうとで出ていくというのは可とするのか、どう

なんでしょうか。 

 校長会もあれば教頭会もある、何とか部会とか、いろいろまた今でも多分出ておると思うん

ですけども、そこら辺の自主的な勉強会の中で、公金を出していくっていうのは可とするのか

どうか、ちょっとお尋ねしておきたい。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 いろいろ問題点もあろうかと思いますけども、教員の資質の向上ということで皆さん研究大

会をされるということだと思います。それに伴って、１つの自治体が負担するというのは大変

なので、県下の自治体で負担をお願いしますというような考えだというふうに思いますので、

今までやってきたことに対して、否定はちょっとできないのかなと思って、先生方に頑張って

資質の向上に努めていただければというふうに思いますので、御理解のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 よろしいですか。 

ほかございますか。 

 ８番。 
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８  番（永田 勝美 君）   

 ３点あります。 

 １点目は、17ページですが、17ページにあります総務費の一般管理費で、人件費の給料で

1,800万円、職員手当等で600万円ほどの減額補正があります。これの理由と内容について説明

をいただきたいっていうのが１点です。 

 それから、あと21ページ。21ページはいわゆる諸費の中で、償還金、利子及び割引料という

ことで4,700万円補正があるわけですけども、これは要するに決算に伴う精算という考え方な

のかなというふうに思うんですけども、１つは、なぜこの時期にっていうことと、それから、

予算を立てる段階、あるいはその一定の中間段階でも、精算の見込みというのは計上しないの

か。要するに、決算が決まってから必ず補正という形になるのか。以前のことを、経過もよく

分からないのですけれども、毎年そういうふうにされているのかなというふうにちょっと思っ

たものですから。当初の予算の中でやっぱ組まれていないと、全体としては、最終的に出たと

こ勝負になるんではないかなというふうに思ったので、精算についても、やっぱり一定の予算

組みというのは必要なんじゃないかなというふうに思ったので質問いたしました。 

 それから、あと、30ページですね。30ページ、介護保険の特別会計繰出金で、先ほどの課長

の御説明だと、高齢者福祉計画作成のための費用というふうにお聞きしたんですけれども、こ

れも年次としては決まっているわけで、毎年計画は立てない、定期的に３年おきですかね、計

画立てると思うので、なぜ今、追加というか補正で上げるのか、当初の計画ではなかったのか

ということについて伺いたい。 

 以上３点です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 総務課長。 

 

総務課長（落合 健治 君）   

 御質問のありました一般管理費の人件費が大幅に減額になっている理由でございますが、ま

ず、特別職級につきましては、町長、副町長が不在の期間があったことによる減額となります。

一般職級につきましては、当初予算で、先ほど条例の改正の際にも御回答したとおり、育休の

職員が３名復帰をしております。当初予算では、当時が総務課付でありましたので、総務課の

ほうで人件費の予算を計上しておりました件が１点と、定年延長の予定者が１名退職しました

ので、それが原因で減額の補正をしておるものでございます。職員手当等につきましても、理

由は同様の理由で減額をしておるものでございます。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 総務理事兼庁舎建設室長。 

 

総務理事兼庁舎建設室長（大平 弘明 君）   

 ２点目の償還金、利子及び割引料の件についてでございますけども、全体的な話になります

が、年度末で事業が一旦終了します。それについて確定をするのが年度を超えてから確定をす

る、その後に返還金等の請求が行われるということになりますので、どうしてもこの時期に補

正予算という形で計上をさせていただいているということになります。 

 以上です。 
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議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 議員御指摘の今回繰出金の主なものとして、高齢者福祉計画及び第10期介護保険事業計画策

定支援業務委託料の補正分なんですけども、こちら、３年に１度見直しを行うということで、

今回の計画は令和９年からの事業計画になるんですけども、御指摘のとおり、本来であれば令

和７年の当初予算に委託料として上げるべきものであったんですけども、今回は失念しており

ましたので、補正のほうで上げさせていただいております。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 人件費のことは分かりました。償還金、利子その他についてなんですけども、これは金額的

に交付金の決定とかなんかもあるんだろうし、様々にかなり大きな金額が動くんですけども、

これは予測はどういうふうにするのかですね。4,000万円、これが4,700万円なのか5,000万円な

のかっていう大きく暴れるものでないっていうことであれば、一定の予測の数字っていうのは

入れておくっていうのが普通いるんではないかなというふうに思ったんですけども。あまりフ

ローでは見ないということなのか、要するに、中間期での動きはあんまり見ないと、もう決算

期だけでいくんだという考え方なんでしょうか。そこは、そういう、特にお考えのことがあれ

ば伺いたいということですね。 

 それから、計画はやっぱり必要年度っていうのは、対応する年度は、やっぱりきちっと抑え

ておくべきではないかと思いますし、当初の予算の中にどれだけ入っているかってやっぱり結

構重要なことだというふうに思います。要するに、年間の全体の事業計画を数百万円単位でで

きるものだったりというのはあるわけですね、できたりできなかったりということもあるので、

ぜひそういったところは、シビアな計画をお願いしたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 再確認、１点。 

総務理事兼庁舎建設室長。 

 

総務理事兼庁舎建設室長（大平 弘明 君）   

 永田議員の御質問の内容につきまして、どうしましても、まず当該年度の必要な金額、補助

金等の請求については、12月であったり１月であったりっていうのが最終の申請になってきま

すので、１月、２月、３月をまず見込まないといけない状況にあります。 

 その中でも、先ほど税財政課長からもありましたように、障害者であったりとか放課後デイ、

福祉型の給付、こういったものについて、その３か月を見込むというのが、なかなか精度を上

げるというのが現状では厳しい状況なのかなというふうには感じております。それを基にしま

して、年度末でしまって翌年度に精算という形になってきますので、このような流れになって

こようかと思います。 

 ここの詳細につきましては、各担当課のほうでもしありましたら、また、追加で説明をいた

だきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 
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議  長（川副 剛 君）   

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 償還金、返還金なんですけども、私も、今、総務理事が申し上げましたとおり、厳密に組め

ればいいんですけども、足りないと非常に困るので、多めにみてしまって返還金が多いという

形かなと思います。自立支援給付費は毎年このような状況で、厳密にもっと小さな金額になれ

ば、担当者としては精度が高い仕事をしているかなと思うんですけど、なかなか厳しい状況で

ございますので、足りなかったら困るので、国県に対して、これだけ給付費をお願いしますと

いうことで予測を立てないといけない、その時期が、今申し上げたとおり１月頃になってしま

うので、あとのサービスについてどれだけ受けられるかという予測で国県に申請するという状

況で、結果的に確定がされるのが６月頃になってしまいますので、こういう返還金というのは

毎年生じているものでございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 多世代包括支援センター長。 

 

多世代包括支援センター長（松尾 直美 君）   

 障害者の自立支援給付費につきましては、町長、理事の答弁にありましたように、やはり障

害者のためのそういう給付、扶助費になるものではありまして、足りないというところも含め

まして、見込みは立てているんですけども、後半、実際のところ利用の頻度のところで、ちょ

っと見込みよりも少なかったという現状が出ております。 

 執行率としましては95％を超えた執行率にはなっておるんですけども、もう少し精度を高め

て、担当課としては予算のほうを組み立てていければと、研究していきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 細かい話のように聞こえるんですけれども、例えば、今、物価高対策で、緊急に様々なこと

をやりたいというようなことが出てきますよね。そういったときに、やっぱり金額的にはそん

なに大きくなくても、やっぱり一般財源から投入しなくてはならないというものが出てくると

きに、途中で変動率のあんまり高い数字っていうのがあると、結局、政策判断を間違わせてし

まうんじゃないかと。要するに、必要なときに必要なお金を支出できないということが起きて

しまうということが出てくるので、やっぱり、当初予算の精度やあるいは中間期での見直しな

んかっていうのは、もう少し精度を高めておく必要があるのではないかということは申し上げ

ておきたいと思います。 

 以上です。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 ほかございますか。 

 

 （「なし。」の声あり） 
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 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第58号 令和７年度佐々町一般会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 

 （14時16分  休憩） 

 （14時30分  再開） 

 

― 日程第15 議案第59号 令和７年度 佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第15、議案第59号 令和７年度佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を議題と

します。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第59号 朗読） 

 

 ２ページ以降は保険環境課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 それでは、２ページ目をお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

歳入。４款県支出金、補正額26万1,000円、計10億3,075万4,000円。１項県補助金、補正額、

計ともに同額です。 

 ６款繰入金、補正額、減額９万5,000円、計１億5,413万4,000円。１項他会計繰入金、補正額、

計ともに同額です。 

 ７款繰越金、補正額852万4,000円、計852万5,000円。１項繰越金、補正額、計ともに同額で

す。 

 歳入合計、補正額869万円、計14億815万6,000円。 
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 歳出。１款総務費、補正額28万円、計1,665万6,000円。１項総務管理費、補正額28万円、計

1,297万1,000円。 

 ５款基金積立金、補正額426万3,000円、計435万8,000円。１項基金積立金、補正額、計とも

に同額です。 

 ７款諸支出金、補正額414万7,000円、計516万円。１項償還金及び還付加算金、補正額、計と

もに同額です。 

 歳出合計、補正額869万円、計14億815万6,000円。 

 次の３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書、１総括については、朗読説明を割愛させていただきます。 

 今回の国民健康保険特別会計の補正予算でございますが、令和６年度の決算に伴いまして、

実質収支額の令和７年度予算への計上、それから、令和６年度に交付金として県のほうから交

付がありました、保険給付費等交付金の精算に伴います償還金、それから、特定健診等負担金

の償還金の予算を計上させていただいたものとなっております。 

 なお、歳出予算になりますが、５ページ、５款基金積立金の１目財政調整基金積立金でござ

いますが、実質収支額の２分の１ということで、426万3,000円を財政調整基金積立ということ

で計上のほうをさせていただいております。 

 説明については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第59号 令和７年度佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第16 議案第60号 令和７年度 佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第16、議案第60号 令和７年度佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題としま

す。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 
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町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第60号 朗読） 

 

 ２ページ以降は住民福祉課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 住民福祉課長。 

 

住民福祉課長（松本 典子 君）   

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正（保険事業勘定）。 

歳入。３款国庫支出金、補正額、減額22万3,000円、計３億1,100万3,000円。２項国庫補助金、

補正額、減額22万3,000円、計7,075万5,000円。 

 ５款県支出金、補正額、減額11万2,000円、計２億483万1,000円。２項県補助金、補正額、減

額11万2,000円、計640万3,000円。 

 ６款繰入金、補正額、減額685万6,000円、計２億5,345万6,000円。１項一般会計繰入金、補

正額584万4,000円、計２億3,215万6,000円。２項基金繰入金、補正額、減額1,270万円、計2,130

万円。 

 ７款繰越金、補正額2,785万8,000円、計2,786万円。１項繰越金、補正額、計とも同額です。 

 ８款諸収入、補正額1,257万5,000円、計1,285万円。３項雑入、補正額1,257万5,000円、計1,284

万7,000円。 

 歳入合計、補正額3,324万2,000円、計14億5,943万3,000円。 

 次のページをお願いいたします。 

歳出。１款総務費、補正額595万4,000円、計3,008万5,000円。１項総務管理費、補正額580万

円、計1,028万4,000円。３項介護認定審査会費、補正額15万4,000円、計1,859万1,000円。 

４款基金積立金、補正額2,706万4,000円、計2,720万5,000円、１項基金積立金、補正額、計

とも同額です。 

 ５款地域支援事業費、補正額、減額57万8,000円、計4,954万8,000円。２項一般介護予防事業

費、補正額2,000円、計1,539万1,000円。３項包括的支援事業・任意事業費、補正額、減額58万

円、計2,582万4,000円。 

 ７款諸支出金、補正額79万9,000円、計92万7,000円。１項償還金及び還付加算金、補正額、

計とも同額です。 

 ８款予備費、補正額3,000円、計178万7,000円。１項予備費、補正額、計とも同額です。 

 歳出合計、補正額3,324万2,000円、計14億5,943万3,000円。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正（サービス事業勘定）。 

歳入。２款繰入金、補正額、減額25万2,000円、計ゼロ、１項一般会計繰入金、補正額、計と

も同額です。 

 ３款繰越金、補正額70万4,000円、計70万5,000円、１項繰越金、補正額、計とも同額です。 

 歳入合計、補正額45万2,000円、計223万7,000円。 

 歳出。１款事業費、補正額１万2,000円、計178万5,000円、１項包括的支援事業費、補正額、

計とも同額です。 

 ２款予備費、補正額44万円、計45万2,000円、１項予備費、補正額、計とも同額です。 

 歳出合計、補正額45万2,000円、計223万7,000円。 
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 次のページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書（保険事業勘定）、１総括につきましては、説明を割愛させて

いただきます。 

 13ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書（サービス事業勘定）、１総括につきましても、説明を割愛さ

せていただきます。 

 それでは、今回の補正の主なものにつきまして御説明いたします。 

 今回の補正の主なものは、令和６年度決算の確定によるものになります。 

 歳入の７ページを御覧ください。 

７款繰越金です。１目の介護給付費負担金等繰越金の補正額79万6,000円、こちらは、国庫交

付金等の翌年度精算に伴うものでございます。歳出の12ページを御覧ください。７款諸支出金

にあります、こちらの精算に伴う返還分となります。 

 次に、戻りまして、同じく歳入の７款繰越金２目、その他繰越金、補正額2,706万2,000円。

こちらは、９ページの４款基金積立金１目介護保険財政調整基金への積立金分となります。こ

の積立てによりまして、財政調整基金の現在高は、令和６年度末の6,246万2,000円が8,952万

6,000円となりますが、補正後の基金繰入金が2,130万円となりますので、これを差引きまして、

補正後の基金残高は6,822万6,000円の見込みとなります。 

 続きまして、９ページを御覧ください。 

１款総務費１目一般管理費の12節委託料、高齢者福祉計画及び第10期介護保険事業計画策定

支援業務委託料580万円です。こちら、一般会計のほうでも御説明しましたが、３年に一度見直

しを行う計画となります。この計画策定のために、事前に65歳以上の高齢者や在宅の要支援・

要介護認定者に対しアンケートを実施予定としております。このアンケートの調査票作成から

発送・回収・分析・報告の業務支援について委託をするものでございます。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

質疑のあられる方。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第60号 令和７年度佐々町介護保険特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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― 日程第17 議案第61号 令和７年度 佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第17、議案第61号 令和７年度佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題

とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第61号 朗読） 

 

 保険環境課長に説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 それでは、２ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

歳入。４款繰入金、補正額、減額3,000円、計5,959万4,000円、１項一般会計繰入金、補正額、

計ともに同額です。 

 ５款繰越金、補正額37万3,000円、計37万4,000円、１項繰越金、補正額、計ともに同額です。 

 歳入合計、補正額37万円、計２億2,235万5,000円。 

 歳出。１款総務費、補正額ゼロ、計499万8,000円、２項徴収費、補正額ゼロ、計67万2,000円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、補正額37万2,000円、計２億1,719万4,000円、１項後期

高齢者医療広域連合納付金、補正額、計ともに同額です。 

 ４款予備費、補正額、減額2,000円、計９万8,000円、１項予備費、補正額、計ともに同額で

す。 

 歳出合計、補正額37万円、計２億2,235万5,000円。 

 次の３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書、１総括についてですが、こちらのほうは朗読説明を割愛さ

せていただきます。 

 今回の後期高齢者の特別会計の補正予算につきましても、令和６年度の決算に伴います、決

算剰余金実質収支額の令和７年度予算への計上ということで補正計上させていただいたもの

となっております。 

 後期高齢者医療の保険料収入、毎年４月から３月の出納整理期間中の保険料収入については、

決算剰余金として翌年度に繰越しまして、翌年度の納付金として広域連合のほうに支払うこと

となっておりまして、主にそういった保険料収入の分の繰越し、それから納付金への計上とな

った補正予算となっております。 

 説明については以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

質疑のあられる方。 
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 ８番。 

 

８  番（永田 勝美 君）   

 説明はおおむね分かったんですが、ちょっと数字のことで。 

 今ほどの説明の中で、繰越金となった37万4,000円の分、実際は、整理後の納入が37万3,000

円だったという話だったかと思いますが、微妙に違いますね。納付金が37万2,000円というふう

になっておると、これはどういうふうに見たらいいんですか。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 保険環境課長。 

 

保険環境課長（宮原 良之 君）   

 こちらの出納整理期間中に、実際収入ございました保険料の分というのが37万2,700円でご

ざいました。事務費等の端数の関係のほうもございまして、その分の調整のほうを減額3,000円

させていただくというようなところでの予算の計上となっております。 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 よろしいですか。 

ほかに質疑あられますか。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第61号 令和７年度佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第18 議案第62号 令和７年度 佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第18、議案第62号 令和７年度佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）を

議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 
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町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第62号 朗読） 

 

 ２ページ以降は多世代包括支援センター長にお願いをします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 多世代包括支援センター長。 

 

多世代包括支援センター長（松尾 直美 君）   

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

歳入。４款繰入金、補正額、減額66万9,000円、計773万4,000円、１項他会計繰入金、補正額

１万円、計650万円。２項基金繰入金、補正額、減額67万9,000円、計123万4,000円。 

 ５款繰越金、補正額120万9,000円、計121万円、１項繰越金、補正額、計ともに同額です。 

 歳入合計、補正額54万円、計1,254万4,000円です。 

 続きまして、歳出。１款総務費、補正額、減額６万6,000円、計1,089万4,000円、１項施設管

理費、補正額、計ともに同額です。 

 ３款基金積立金、補正額60万6,000円、計65万2,000円、１項基金積立金、補正額、計ともに

同額です。 

 歳出合計、補正額54万円、計1,254万4,000円です。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書、１総括については割愛させていただきます。 

 続きまして、４ページと５ページをお願いいたします。 

歳入、４ページにあります５款繰越金の確定に伴うものが今回の補正の主な内容となりまし

て、５ページの歳出にありますとおり、その２分の１を基金に積み立てるものになります。そ

のことに伴いまして、４ページの財政調整基金繰入金については減額補正をしております。 

 以上、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第62号 令和７年度佐々町国民健康保険診療所特別会計補正

予算（第１号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 
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 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第19 議案第63号 令和７年度 佐々町水道事業会計補正予算（第１号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第19、議案第63号 令和７年度佐々町水道事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第63号 朗読） 

 

 次のページ以降、水道課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、５ページを御覧ください。 

 収益的収入及び支出の支出の部でございます。 

 １款１項１目の委託料、こちらに水道施設簡易耐震診断業務委託料ということで979万円計

上させていただいておりますが、これは、令和７年度、それから先ほど町長から説明がありま

した令和８年度に債務負担行為を計上させていただいて、合わせて2,024万円でございますけ

れども、令和７年度と令和８年度の２か年度で簡易耐震診断をするということで計上させてい

ただいているものになります。 

 こちら簡易耐震診断といいますのは、一般的に言う耐震診断というのが詳細診断というふう

に言うんですけれども、いきなり耐震診断をしますと多額の費用が必要になってまいりますの

で、まずは、簡易耐震診断で、そもそも耐震が駄目だと、アウトというふうになったときに、

実際に耐震化工事をできるのかという視点で、先に振り分けをするというようなものになりま

す。例えば、池の水を空にできないとか、要は、耐震アウトなんだけど、池の水を空にできな

いので実質工事はできませんというふうなものは、もう更新に向けて整理をしていくというふ

うな意味合いでございます。 

 そういった簡易耐震診断業務をやろうかということで、近年、水道管のことが大きく全国で

取り上げられておりますけれども、国のほうからは、施設についても耐震化を図りなさいとい

うふうに言われてはおるんですが、なかなか全国的に、うちだけじゃなくて、全国的になかな

か進んでいないという状況の中で、まずは簡易耐震診断から取り組もうかというふうに考えて

いるということでございまして、令和７年度は水道施設の中の14施設、令和８年度は22施設の

簡易耐震診断を行う予定としております。 

 それから、４目の総係費につきましては、主には４月の人事異動に伴う給与関係の補正をさ

せていただいているところですが、下から３段目、報酬14万7,000円でございますけれども、こ

れは、先に議決をいただきました水道料金・下水道使用料の審議会委員の報酬、それから一番

下、旅費で費用弁償ですけれども、これは委員の費用弁償、交通費を計上させていただいてお

ります。こちらにつきましては、上水道のほうで２回分、下水道のほうで２回分というふうな

考え方で予算計上をさせていただいております。 
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 それから、次のページを見ていただきまして、６ページの保険料、公課費、それから固定資

産の除却費、それと７ページの資本的支出のほうの１款１項１目の車両購入費170万円、これに

つきましては、箱バンタイプの軽自動車、これが購入後19年、平成17年に購入して19年を経過

し、もう今現在20年目に突入している車でございます。走行距離も18万キロを超える距離を走

っておりまして、不具合もこれまで多々発生しておりますので、もう更新時期ということで、

車両の新規購入とそれから廃車をいたします。ですので、その保険料ですとかそういったもの

の差額、それと固定資産除却費については、今現在あるその古い車の除却費の計上をさせてい

ただいております。 

 それから、７ページ、２目の施設改良費の工事請負費でございますけれども、町道正福寺線

舗装復旧工事、これは、令和４年度に配水管の更新工事を実施しておりまして、そこで今、仮

舗装で止まっている、仮舗装で終えているところを復旧工事として本舗装をやると、水道で掘

った影響幅分のみを舗装工事をやるということで予算を計上させていただいているものでご

ざいます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第63号 令和７年度佐々町水道事業会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第20 議案第64号 令和７年度 佐々町公共下水道事業会計補正予算（第２号）― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第20、議案第64号 令和７年度佐々町公共下水道事業会計補正予算（第２号）を議題とし

ます。 

 執行の説明を求めます。 

 町長。 

 

町  長（濵野 亙 君）   

 

 （議案第64号 朗読） 
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 次のページからは水道課長をもって説明をさせます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 水道課長。 

 

水道課長（安達 伸男 君）   

 それでは、５ページを御覧ください。 

 収益的収入支出の支出の部になります。 

１款１項３目雨水ポンプ場費の委託料でございますけれども、この中の１行目と２行目、小

浦雨水ポンプ場運転管理業務委託料、それから大新田第２排水ポンプ場運転管理業務委託料、

これと、次の４目汚水処理場費の委託料でございますけれども、運転維持管理業務委託料、こ

れは浄化管理センター分、汚水処理場の分ということになります。これにつきましては、先ほ

ど町長から説明がありました債務負担行為の補正もあわせてさせていただいているところで

すが、令和７年度一般会計のほうでも同じように上がっておりましたけれども、令和７年12月

から令和10年11月までの３年間の維持管理業務につきまして、積算する電工単価が増額となっ

ております。その関係で、今回増額の補正をさせていただいているところでございます。 

 それから、同じく５ページの３目の雨水ポンプ場費の委託料の３行目から下の１行を除くと

ころまで、大新田第２排水ポンプ場の投込式水位計でしたり、ポンプ井の水位計でしたりとい

うところの校正業務委託料を計上させていただいておりますが、前回の校正から８年ですとか

11年ですとかっていう期間を経過しておりますので、今回、校正が必要ということで予算計上

をさせていただいているものでございます。 

 それから、同じく委託料の一番下ですけれども、大新田第２排水ポンプ場ナンバー２空気圧

縮機点検業務委託料ですけれども、これは、この圧縮機に異常が見られるということですので、

点検業務を行うということで、点検の委託料を計上させていただいております。 

 それから、次の修繕費99万円ですけれども、大新田第２排水ポンプ場電気機械設備修繕費で

ございます。これは、当初予算に計上はしておるんですけれども、当初予算の計上をする際の

積算が誤っておりまして、ちょっと予算額が不足するということで、追加で99万円の計上をさ

せていただいているところでございます。 

 それから、６目の給料関係、手当関係から次のページにいきまして、人件費関係につきまし

ては、４月の人事異動によるものということになっております。 

 報酬と旅費につきましては、上水道と同じように、審議会委員の報酬と費用弁償を２回分計

上をさせていただいているところでございます。 

 それから、６ページの最後、１款１項２目汚水ポンプ場建設改良費の機械購入費ですけれど

も、ポンプ購入として165万円計上させていただいておりますが、こちらは、志方ナンバー４の

マンホールポンプ場の、ポンプが２台ついているんですけれども、そのうちの１台が絶縁不良

で、オーバーホールもしてもらったんですけども、もう直らないということで、新しく購入を

するものです。こちらにつきましては、志方のほうですので、古くは志方農業集落排水の時代

に設置したもので、27年を経過しておるもので、経年劣化ということでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 
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 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。議案第64号 令和７年度佐々町公共下水道事業会計補正予算（第２

号）は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。よって本案は、原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第21 発議第６号 佐々町議会委員会条例の一部改正について ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第21、発議第６号 佐々町議会委員会条例の一部改正についてを議題とします。 

 事務局長に説明させます。 

 議会事務局長。 

 

議会事務局長（荒木 洋介 君）   

 

 （発議第６号 朗読） 

 

 まず、３ページの資料のほうをお願いいたします。 

庁舎建設室は、令和４年４月１日付で新設されておりますが、その時点で既に新庁舎建設に

関する調査特別委員会があったため、そちらのほうで調査をしておりました。 

 しかし、令和６年９月議会において特別委員会が廃止されておりますので、本来であれば、

このときにどちらかの常任委員会の所管に規定すべきところでしたので、今回提出をさせてい

ただいております。 

 事業課関係を所管する産業建設文教委員会のほうに規定をしております。 

 そのほか、改正が必要な部分について、今回の改正に合わせて改正をさせていただいており

ます。 

 それでは、１ページ戻っていただきまして、２ページの新旧対照表をお願いいたします。 

 佐々町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

佐々町議会委員会条例（昭和62年佐々町条例第10号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 第２条の第２号において、産業建設文教委員会の所管に加えております。 

 それから、第27条において、改正できておりませんでした「議会だより編集委員会」を「議

会広報委員会」に改正しております。 

 附則。この条例は、公布の日から施行する。 
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 以上でございます。よろしくお願いします 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで討論を終わります。 

 これから採決を行います。発議第６号 佐々町議会委員会条例の一部改正については、原案の

とおり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第22 発議第７号 佐々町議会会議規則の一部改正について ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第22、発議第７号 佐々町議会会議規則の一部改正についてを議題とします。 

 事務局長に説明させます。 

 議会事務局長。 

 

議会事務局長（荒木 洋介 君）   

 

 （発議第７号 朗読） 

 

 こちらも、３ページの資料をお願いいたします。 

 現在、議会の会議においては、議会用タブレット端末のみを持ち込める規定となっておりま

すけれども、会議の活性化・効率化を目的として、議員の個人用のパソコンなどの持ち込み、

また、職員の業務用パソコンの持ち込みを可能としたいということで提出させていただいてお

ります。 

 それでは、１ページ戻っていただきまして、２ページの新旧対照表をお願いいたします。 

 佐々町議会会議規則の一部を改正する規則。 

佐々町議会会議規則（昭和62年佐々町議会規則第４号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 第107条の２になりますけれども、こちらは、議会用タブレットを導入する際に整備した規定
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で、「タブレット型端末機に限る」としておりました。この部分につきまして、左側改正後を見

ていただきたいんですけれども、「議長、委員長が認める議員個人の端末機、職員の業務用端末

を持ち込むことができる」というふうに改正をしております。 

 附則。この規則は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 

 これから採決を行います。 

 発議第７号 佐々町議会会議規則の一部改正については、原案のとおり可決することに異議

ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第23 発議第８号 佐々町議会傍聴規則の一部改正について ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第23、発議第８号 佐々町議会傍聴規則の一部改正についてを議題とします。 

 事務局長に説明させます。 

 議会事務局長。 

 

議会事務局長（荒木 洋介 君）   

 

 （発議第８号 朗読） 

 

 ５ページの資料のほうをお願いいたします。 

 本町の傍聴規則は、全国町村議会議長会が示す標準の町村議会傍聴規則を基に作成をしてお

ります。今回、近年の社会情勢の変化に対応するとともに、住民に開かれた議会の実現を図る

観点から、標準の町村議会傍聴規則の一部が改正されたため、それに伴い本町の規則も改正を

行うため提出するものでございます。 

 主な改正の内容としては、資料下段に何点か記載させていただいておりますが、新旧対照表

のほうで御説明したいと思いますので、戻っていただきまして、２ページのほうをお願いいた

します。 

 佐々町議会傍聴規則の一部を改正する規則。 
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佐々町議会傍聴規則（平成12年佐々町議会規則第２号）の一部を次のように改正する。 

 条項等の改正等。次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正前部分」という。）

に対応する次の表の改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）が存在す

る場合には、当該改正前部分を当該改正後部分に改め、改正前部分に対応する改正後部分が存

在しない場合には、当該改正前部分を削り、改正後部分に対応する改正前部分が存在しない場

合には、当該改正後部分を加える。 

 第２条ですけれども、傍聴の手続において、年齢までは必要ないだろうということで削除を

しております。 

 それから、第４条は、傍聴席に入ることができない者を規定しているものですけれども、改

正前を見ていただいたらお分かりのとおり、こと細かく規定をされておりまして、例えば、「プ

ラカードや旗、ヘルメットやラジオ、拡声器などを持っている者は入ることができない」と規

定していたものを、改正後の第４条第１項第１号と第２号で、包括的に規定するよう改正して

おります。ここまで細かく規定せず、各議会の実情に応じた改正をすればよいということです

ので、標準規則に合わせた形で改正をしております。 

 次のページをお願いいたします。 

 改正前第８号ですけれども、どういう格好が「異様な服装」というのか分かりませんので、

削除ということになっております。 

 それから、改正前の第４条第４項ですけれども、「児童及び乳幼児は傍聴席に入ることができ

ない」という規定になっておりましたけれども、これが削除となっております。これは、主権

者教育の面や子育て世代の傍聴をしやすくする観点からも、はじめから、児童・乳幼児である

ことをもって一律に制限すべきではないという考えによるものでございます。 

 それから、第５条の傍聴人の守るべき事項につきましても、同様に、時代に合っていない表

現を改めるものとなっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 ４ページの一番上、左側の改正後になりますけれども、議場での水分補給について、原則飲

食はできないけれども、健康管理を目的とした補給は可能とするという規定も入れさせていた

だいております。 

 それから、改正前の第６条、規定の中に、「映画」という表現がありますけれども、分かりづ

らいのでこれを削除し、代わりに左側の改正後、上から３行目になりますけれども、第５条第

１項第４号のほうで、「録音・録画」という表現で改められております。 

 主な改正部分は以上になります。 

 附則。この規則は、公布の日から施行する。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 これから質疑を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 

 （「なし。」の声あり） 

 

 討論を終わります。 
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 これから採決を行います。発議第８号 佐々町議会傍聴規則の一部改正については、原案のと

おり可決することに異議ありませんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

― 日程第24 発議第９号 議員の派遣について ― 

 

議  長（川副 剛 君）   

 日程第24、発議第９号 議員の派遣についてを議題とします。 

 事務局長に朗読させます。 

 議会事務局長。 

 

議会事務局長（荒木 洋介 君）   

 

 （発議第９号 朗読） 

 

 以上でございます。 

 

議  長（川副 剛 君）   

 お諮りします。発議第９号 議員の派遣については、原案のとおり派遣することに異議ありま

せんか。 

 

 （「異議なし。」の声あり） 

 

 異議なしと認めます。したがって、本案は原案のとおり派遣することに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

お疲れ様でした。 

 

  

  （15時32分  散会） 


